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スローガン
です

7A
セブン 思春期保健の推進

安全な人工妊娠中絶

啓 発 ・ 提 言 活 動
STI及びHIV/エイズの予防

高 齢 化 社 会 対 策
児 童 虐 待 の 防 止

どこでも誰もがサー
ビスを受けられる　

A
A
A

A
A

A

dolescent
bortion

dvocacy
IDS
geing
buse

ccess

〒162-0843　東京都新宿区市谷田町1-10　保健会館新館
電話03(3269)4727　FAX03(3267)2658　http://www.jfpa.or.jp
発行人：北村　邦夫　編集人：三橋　裕行　毎月１回１日発行健 康 教 育 広 報 紙

今月のページ

（　）1 （第773号）創刊 1954年（昭和29年）2018年（平成30年）8月 1日

• 健やか親子21全国大会（母子保健
　家族計画全国大会）に向けて

２
面

• コンパス 思春期の若者の
　健康と権利に投資を 他

３
面

• 海外情報クリップ
•市谷クリニックへようこそ！

４
面

• シリーズ  妊娠前から
　考えて行動する重要性③

５
面

• 「分かっちゃいるけど
　できない」を受け入れる
　～新たな禁煙対策の可能性～

６
面

• クローズ・アップ
　今こそ睡眠の健康支援を

７
面

• 産婦人科医による
　性の健康教育41
• ピル承認秘話（第５話）

８
面

妊娠前からの健康
管理で母子の健康
を守る
（５面）

行動経済学を
取り入れた新
たな禁煙対策
とは （６面）

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

▼
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、

「
健
や
か
」に
は
、い
く
つ
か

の
読
み
方
が
あ
る
こ
と
を
ア

ラ
フ
ィ
フ
に
な
っ
て
初
め
て

知
っ
た
。
母
子
保
健
の
国
民

運
動
計
画「
健
や
か
親
子
21
」

は
も
ち
ろ
ん
「
す
こ
や
か
」。

こ
れ
に
は
今
ま
で
一
度
た
り

と
も
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と

が
な
い
。
疑
問
に
思
っ
て
い

た
ら
本
会
で
仕
事
に
な
ら
な

い
▼
先
月
よ
り
厚
労
省
母
子

保
健
課
か
ら
の
委
託
事
業

「
母
子
保
健
指
導
者
養
成
研

修
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

本
会
が
事
業
運
営
を
請
け
負

っ
た
か
ら
に
は
完
璧
な
取
り

組
み
で
成
功
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
こ
で
私
の
悪
い
虫

が
う
ず
い
て
き
た
。
完
璧
な

事
業
運
営
を
行
う
か
ら
に
は

と
、
ま
ず
手
元
に
あ
っ
た
広

辞
苑
で
「
健
や
か
」
を
引
く

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
た
▼

す
こ
―
や
か
【
健
や
か
】
病

気
を
せ
ず
、
か
ら
だ
の
丈
夫

な
さ
ま
。健
康
。す
く
や
か
。

す
く
よ
か
。（
後
略
）▼
私
が

驚
い
た
の
は
、
こ
の
「
す
く

や
か
」で
あ
る
。早
速
、数
ペ

ー
ジ
戻
し
「
す
く
や
か
」
へ

移
動
▼
す
く
―
や
か
【
健
や

か
】
心
や
か
ら
だ
が
強
く
、

し
っ
か
り
し
て
い
る
さ
ま
。

す
こ
や
か
。（
後
略
）▼
さ
て

困
っ
た
。「
す
く
や
か
」に
は

心
が
付
い
て
い
る
。
果
た
し

て
こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
進
め

て
い
く
上
で
ど
ち
ら
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
。「
す
こ
や
か
」

も
「
す
く
や
か
」
も
互
い
を

補
足
し
て
記
述
し
て
あ
る
か

ら
ど
ち
ら
で
も
正
解
か
、
単

に
私
の
無
学
が
証
明
さ
れ
た

だ
け
か
▼
く
だ
ら
な
い
時
間

を
使
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思

い
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
こ
と

が
「
心
」
を
見
直
す
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
結
局
の
と
こ

ろ
そ
の
と
き
の
都
合
の
良
い

解
釈
で
「
健
や
か
」
な
状
態

を
保
つ
所
存
。 

（
青
田
陽
）

空

天
馬

　
本
研
究
集
会
は
、
健
や
か

親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保

健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
の

併
設
集
会
と
し
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
全
国
大
会
へ
の
参

加
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

本
研
究
集
会
へ
の
参
加
に

は
、
事
前
の
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
本
研
究
集
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
軽
食
の
サ

ー
ビ
ス
が
付
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。＊

＊
＊

◆ 

平
成
30
年
度

家
族
計
画
研
究
集
会

【
主
催
】
本
会

【
日
時
】
11
月
９
日
㈮
12
時

15
分
〜
14
時
15
分
（
受
付
・

軽
食
配
布
11
時
45
分
〜
）

【
会
場
】
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
１
階
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
（
三
重
県
津
市
）

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
医
師
、
薬
剤

師
、
養
護
教
諭
、
看
護
教

員
、
教
職
員
、
学
生
等
、
そ

の
他
関
心
の
あ
る
方

【
定
員
】
２
０
０
人
（
先
着

順
、
要
事
前
申
し
込
み
）

【
参
加
費
】
無
料

【
参
加
方
法
】
本
会
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.jfpa.

or.jp

）
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
事
前
に
参
加
証

（
軽
食
引
換
券
）
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
研
修
担
当

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

　
本
年
度
の
「
家
族
計
画
研
究
集
会
」
は
、
11
月
９
日
㈮
、
12
時
15
分
か
ら
三
重
県

津
市
の
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
「
性

教
育
―
ど
こ
ま
で
教
え
る
の
？
〜
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
〜
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す
。
す
で
に
参
加
者
の
募
集
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
３
月
16
日
に
開
催
さ

れ
た
東
京
都
議
会
文
教
委
員

会
の
席
上
、
自
民
党
の
都
議

が
、
都
内
の
中
学
校
で
行
わ

れ
た
性
教
育
の
授
業
を
批
判

し
、
物
議
を
醸
し
て
い
ま

す
。
こ
の
都
議
に
よ
れ
ば
、

「
中
学
生
の
段
階
で
性
交
や

避
妊
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で

な
い
」
と
指
摘
し
た
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
性
交

な
ど
を
教
え
る
こ
と
は
中
学

保
健
体
育
の
学
習
指
導
要
領

に
準
じ
て
い
な
い
と
い
う
理

由
で
、
都
教
委
が
不
適
切
な

性
教
育
を
行
わ
な
い
よ
う
区

教
委
を
指
導
し
た
と
い
う
情

報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
の
年
齢
別
出

生
数
と
同
年
度
の
中
絶
数
か

ら
は
、
15
歳
以
下
の
出
生
数

は
１
８
９
件
、
中
絶
数
は
８

３
９
件
。
出
生
数
と
中
絶
数

を
足
し
合
わ
せ
た
数
を
妊
娠

総
数
と
し
た
場
合
の
中
絶
割

合
は
81
・
６
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
14

歳
以
下
の

１
名
と
15

歳
の
３
名

の
出
産
は

第
２
子
だ

っ
た
と
の

記
録
も
あ

り
ま
す
。

　
性
教
育
に
否
定
的
あ
る
い

は
消
極
的
な
方
々
は
、
こ
の

現
実
を
ど
う
捉
え
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
「
中
学
生
の

段
階
で
性
交
や
避
妊
を
取
り

上
げ
る
べ
き
で
な
い
」
と
か

「
寝
て
い
る
子
を
起
こ
す
な
」

で
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
を
約
束
で
き
ま
す
か
。

　
本
会
が
02
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
男
女
の
生
活
と

意
識
に
関
す
る
調
査
」
の
第

８
回
（
16
年
度
実
施
）
で

は
、
性
に
関
す
る
事
柄
を
16

項
目
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
一
般
的
に
は
何
歳
く

ら
い
の
時
に
知
る
べ
き
だ
と

思
う
か
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

　
15
歳
ま
で
に
知
る
べ
き
と

回
答
し
た
の
は
、
セ
ッ
ク
ス

（
性
交
渉
）（
71
・
０
％
）、避

妊
法（
73
・
５
％
）、コ
ン
ド

ー
ム
の
使
い
方（
66
・
３
％
）、

人
工
妊
娠
中
絶（
62
・
７
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
て
い

な
い
学
習
指
導
要
領
が
足
か

せ
と
な
っ
て
、
中
学
校
現
場

で
の
教
育
内
容
が
批
判
さ
れ

る
な
ど
決
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

　
研
究
集
会
の
講
演
で
は
ま

ず
、
Ｊ
Ａ
三
重
厚
生
連
三
重

北
医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総

合
病
院
産
婦
人
科
の
川
村
真

奈
美
部
長
か
ら
「
三
重
県
の

産
婦
人
科
医
と
し
て
の
性
教

育
実
践
」
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
す
。
次
い
で
、
性

教
育
の
分
野
で
今
話
題
に
な

っ
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
編
「
国

際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
訳
者
の
一

人
で
あ
る
宇
都
宮
大
学
教
育

学
部
の
艮

う
し
と
ら
香
織
准
教
授
か

ら
、
「
国
際
的
に
期
待
さ
れ

て
い
る
性
教
育
と
は
」
の
お

話
を
伺
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
本
会
の
北
村
理

事
長
を
交
え
て
「
性
教
育
―

ど
こ
ま
で
教
え
る
の
？
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

三重北医療センターいなべ
総合病院産婦人科部長。
日々の診療の中で女性自身
に性の知識がないことを痛
感し、女性や子ども（小学
生～高校生）を対象に性教
育講演を行っている。望ま
ない妊娠をした女性を救済
するために特別養子縁組の
普及にも力を入れている。

川
かわ

村
むら

真
ま

奈
な

美
み

氏

北村邦夫本会理事長

宇都宮大学准教授。（一社）
“人間と性”教育研究協議
会幹事。人権教育としての
性教育を研究テーマとして
いる。著書に「性教育はど
うして必要なんだろう？」
（大月書店、18年）、「国際
セクシュアリティ教育ガイ
ダンス」（ユネスコ編、明
石書店、17年）ほか

艮
うしとら

 香
か

織
おり

氏

11月９日 子どもたちの未来を守る「性教育」をテーマに開催決定

家族計画研究集会in三重平成30年度

中
学
生
に
性
交
や
避
妊
を

 

教
え
る
こ
と
は
不
適
切
？

だ
れ
が
、い
つ
、ど
こ
ま
で
教
え
る
か

性
教
育
実
践
家
が
登
壇

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
の

 

併
設
集
会
と
し
て

現
実
か
ら
目
を
背
け
な
い
で

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
https://www.jfpa.or.jp/women/yosan/
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-022-030
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-022-030
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２
０
１
８
年
度
の
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

を
、
11
月
７
日
㈬
か
ら
９
日
㈮
ま
で
の
３
日
間
、
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
三

重
県
津
市
）
で
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
「
健
や
か
親
子
21
（
第
２
次
）
」
の
計
画
が
始
ま
っ
て
４
年
目
の
大

会
と
な
り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
母
子
保
健
事
業
お
よ
び
家
族
計
画
事
業
の

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

全
国
の
母
子
保
健
お
よ
び
家
族
計
画
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
多
く
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

三
重
県
子
ど
も
・
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
母
子
保
健
班

　
大
会
テ
ー
マ
は
「
母
か
ら

子
へ
〜
常
若
（
と
こ
わ
か
）

に
輝
く
社
会
を
め
ざ
し
て

〜
」
で
す
。

　
「
常
若
」
と
は
、
「
い
つ

も
若
々
し
い
こ
と
。
い
つ
ま

で
も
若
い
さ
ま
」
を
意
味

し
、
遷
宮
の
た
び
に
生
ま
れ

変
わ
り
、
時
代
を
経
て
も
み

ず
み
ず
し
い
姿
を
保
っ
て
き

た
伊
勢
神
宮
の
精
神
を
表
す

言
葉
で
す
。

　
日
本
の
周
産
期
医
療
は
世

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な

り
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
も
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
母
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
平

成
か
ら
新
た
な
時
代
へ
。
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
私
た
ち

み
ん
な
が
共
に
手
を
携
え
、

親
子
が
常
若
に
輝
く
社
会
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
社
会
の
変
化
に
伴

う
妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
の

家
庭
の
孤
立
化
な
ど
、
個
人

や
単
独
の
支
援
機
関
の
み
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
も
出

　
11
月
８
日
㈭
に
は
、
り
ん

く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
泉

州
広
域
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

長
兼
産
婦
人
科
部
長
の
荻
田

和
秀
氏
に
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
荻
田
氏
は
、
ド
ラ
マ
化
さ

れ
た
人
気
漫
画
「
コ
ウ
ノ
ド

リ
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
周
産

期
医
療
の
最
前
線
で
働
く
産

婦
人
科
医
と
し
て
日
々
奮
闘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
著
書
に
は
、
「
妊
娠
出
産

ホ
ン
マ
の
話
　
嫁
ハ
ン
の
体

と
ダ
ン
ナ
の
心
得
」
（
講
談

社
＋
α
文
庫
）
な
ど
が
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
　
仕
事
の
流
儀
」

へ
の
出
演
経
験
も
お
持
ち
で

す
。

　
講
演
で
は
、
お
産
や
子
育

て
の
話
を
は
じ
め
と
し
て
、

泉
州
広
域
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
長
と
し
て
医
療
チ
ー
ム
を

率
い
て
い
る
ご
経
験
か
ら
、

多
様
な
人
材
の
連
携
に
よ
る

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
も
解
説
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　
11
月
９
日
㈮
は
、
「
お
母

さ
ん
の
心
と
体
、
み
ん
な
で

支
え
よ
に
！
〜
産
前
・
産
後

に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
め
ざ
し
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
す
。

　
第
Ⅰ
部
の
基
調
講
演
で

は
、
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
三
重
大
学
名
誉
教
授
の

岡
野
禎
治
氏
に
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
岡
野
氏
の

専
門
分
野
は
周
産
期
精
神
医

学
と
女
性
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
で
、
日
本
周
産
期
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
学
会
の
理
事
長
も

務
め
ら
れ
て
お
り
、
エ
ジ
ン

バ
ラ
産
後
う
つ
質
問
票
（
Ｅ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
を
日
本
に
紹
介
さ

れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
論
文
・
著
書

も
多
く
、
全
国
各
地
で
研
修

や
講
演
等
の
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
第
Ⅱ
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
産
前
か

ら
産
後
の
母
子
へ
の
支
援
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
、
医
療
機
関
、
自
治

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
後
の

各
地
域
で
の
取
り
組
み
の
参

考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
三
重
県
は
、自
然
と
文
化
、
海
の
幸
・
山
の
幸
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か

ら「
美
し
国（
う
ま
し
く
に
）」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
全

国
的
に
も
有
名
な
松
阪
牛
を

は
じ
め
、
伊
勢
え
び
、
あ
わ

び
、
牡か

蠣き

、
そ
し
て
多
数
の

餅
菓
子
な
ど
、
美
味
し
い
食

の
宝
庫
で
す
。

　
さ
ら
に
、
開
催
地
の
津
市

内
に
は
20
軒
以
上
も
の
う
な

ぎ
料
理
専
門
店
が
あ
り
、
う

な
ぎ
消
費
量
が
日
本
一
に
な

る
ほ
ど
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
伊
勢
神
宮
や
熊
野
古
道
と

い
っ
た
観
光
名
所
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
三
重
県

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
三
重

県
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
、

食
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

津市ＰＲキャラクター
〝シロモチくん〞

Seminar Information
　
保
健
指
導
、
相
談
対
応
、
面
談

な
ど
で
対
象
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
際
、
相
手
が
心
を

開
き
、
も
っ
と
話
し
た
く
な
る
よ

う
な
聴
き
方
を
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
そ
の

よ
う
な
と
き
に
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
一
つ
と
し

て
、
「
積
極
的
傾
聴
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
）
」
が
あ
り
ま

す
。

　
積
極
的
傾
聴
と
は
、
米
国
の
心

理
学
者
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に

　
近
年
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関

す
る
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
労
働
者
の
割
合

は
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
最
近
の
調
査
で
は
、
強
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働
者
の
割
合

は
、
59
・
５
％
と
、
多
く
の
労
働

者
が
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
状
況
で

働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す

よ
り
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
共
感

と
受
容
の
精
神
を
持
っ
て
、
相
手

の
言
葉
に
進
ん
で
耳
を
傾
け
る
態

度
や
姿
勢
、
聴
き
方
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
い
か
に
話
せ
る
か
で
は

な
く
、
い
か
に
聴
け
る
か
、
い
か

に
相
手
を
深
く
理
解
で
き
る
か
の

方
が
効
果
も
高
く
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
土
台
と
な
る
重
要
な
ス
キ
ル
と

な
り
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の
技
法
を

習
得
し
、
対
象
者
が
話
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
話
を
聴
く
と
き
に
「
相
手
が
よ

く
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
聴
き
手
の
条
件
や
要
素
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
を
、
傾
聴
の
練

習
を
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い

く
「
発
見
的
体
験
学
習
法
」
を
用

い
、
少
人
数
制
で
学
び
ま
す
の

で
、
じ
っ
く
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】

第
１
回
10
月
13
日
㈯

第
２
回
２
０
１
９
年
１
月
26
日
㈯

※
第
１
回
と
第
２
回
は
同
内
容

【
会
場
】

保
健
会
館
新
館
（
東
京
都
新
宿

区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
６
２
０
０
円

【
講
師
】

巽
あ
さ
み
（
浜
松
医
科
大
学
医
学

部
看
護
学
科
教
授
）

【
対
象
】

保
健
師
、
看
護
師
、
助
産
師
、
管

理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
養
護
教

諭
、
教
員
、
医
師
、
薬
剤
師
な
ど

（
厚
生
労
働
省
平
成
28
年
「
労
働

安
全
調
査
」
よ
り
）
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
事
業
場
に
お
い

て
、
よ
り
積
極
的
に
心
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
厚
生
労
働
省

の
「
労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持

増
進
の
た
め
の
指
針
」で
は
、職
場

の
量
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
個
人

で
は
対
応
し
切
れ
な
い
よ
う
な
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
、
日
常
的
に
労
働
者
に
接

し
、
全
体
を
把
握
で
き
る
立
場
に

あ
る
管
理
監
督
者
が
、
職
場
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
で
心
身
に
不
調
を

来
さ
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら
部
下

の
状
況
把
握
や
相
談
へ
の
対
応
、

不
調
の
早
期
発
見
、
必
要
に
応
じ

て
産
業
医
や
保
健
師
な
ど
の
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
や
相
談
窓
口
に
つ

な
ぐ
な
ど
の
適
切
な
対
応
を
取
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　
現
在
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
一
例
と

し
て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
講
師
で
あ
る

巽
あ
さ
み
氏
が
全
国
の
事
業
場
で

管
理
監
督
者
を
対
象
に
意
識
・
知

識
の
向
上
研
修
と
し
て
行
っ
て
い

る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
事
例
研
修

会
」
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

と
し
て
の
職
場
環
境
改
善
の
取
り

組
み
と
し
て
効
果
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
取
り
組
み

が
さ
ら
に
広
が
り
、
各
事
業
場
で

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
へ

の
対
策
と
し
て
、
働
く
人
に
関
与

で
き
る
立
場
で
あ
る
保
健
師
が
主

導
と
な
り
、
実
施
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
身
の
職
域
で
こ
の

研
修
会
の
企
画
を
は
じ
め
、
進

行
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、
実
際
に

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

保
健
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心

と
し
て
、
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

【
開
催
日
】

第
１
回
10
月
14
日
㈰

第
２
回
２
０
１
９
年
１
月
27
日
㈰

※
第
１
回
と
第
２
回
は
同
内
容

【
会
場
】
保
健
会
館
新
館
（
東
京

都
新
宿
区
）

【
講
師
】

巽
あ
さ
み
（
浜
松
医
科
大
学
医
学

部
看
護
学
科
教
授
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
９
４
４
０
円

【
対
象
】
保
健
師

聴
き
上
手
に
な
る
！

積
極
的
傾
聴
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

第
１
・
２
回

第
１
・
２
回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
職
場
環
境

改
善
に
取
り
組
む
保
健
師
養
成
セ
ミ
ナ
ー

に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
推
進
す
る

た
め
に
、「
４
つ

の
ケ
ア
」（
表
）

の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、

特
に
重
要
と
考

え
ら
れ
て
い
る

の
が
「
ラ
イ
ン

ケ
ア
」
で
す
。

　
労
働
者
の
抱

え
る
ス
ト
レ
ス

要
因
に
は
、
労

働
時
間
や
業
務

４つのケア 実施者 内容

セルフケア 労働者本人
・ ストレスやメンタルヘルスに
対する正しい理解

・ストレスへの気付きと対処

ラインによる
ケア

管理監督者
（上司）

・職場環境等の把握と改善
・労働者からの相談対応
・職場復帰における支援、など

事業場内産業
保健スタッフ
等によるケア

産業医・衛生
管理者・保健
師・人事労務
担当者等

・ 具体的なメンタルヘルスケア
の実施に関する企画立案

・個人の健康情報の取扱い
・ 事業場外資源とのネットワー
クの形成やその窓口

・職場復帰における支援、など

事業場外資源
によるケア

事業場外の機
関・専門家に
よるケア

・ 情報提供や助言を受けるな
ど、サービスの活用

・ ネットワークの形成・職場復
帰における支援、など

健やか親子21全国大会 ご案内
【主催】 厚生労働省／三重県／津市／社会福祉法人恩賜財

団母子愛育会／一般社団法人日本家族計画協会／
公益社団法人母子保健推進会議

【主な日程】
◆11月７日㈬
・母子保健関係者研究集会
・愛育班等組織支援担当者会議
◆11月８日㈭
・式典
・荻田和秀氏 特別講演
「奇跡のすぐそばにいるということ」
・母子保健推進員等及び母子保健関係者全国集会
◆11月９日㈮
・ シンポジウム「お母さんの心と体、みんなで支えよに！
～産前・産後における切れ目のない支援をめざして～」
・第Ⅰ部　岡野禎治氏 基調講演
「周産期メンタルヘルスの現状と今日的課題」
・第Ⅱ部　パネルディスカッション
・家族計画研究集会（ランチョンセミナー／詳細１面）
「性教育―どこまで教えるの？」
【会場】三重県総合文化センター（三重県津市）
【問い合わせ先】
　三重県子ども・福祉部子育て支援課 ☎059（224）2248

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
に
向
け
て

▼
大
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て

▼ 「
奇
跡
の
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
と
い
う
こ
と
」

 

荻
田
和
秀
氏　

特
別
講
演

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
産
前
・
産
後
に
お
け
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て

▼
皆
さ
ま
の
ご
来
県
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

http://www.pref.mie.lg.jp/KODOMOK/HP/m0330400003.htm
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
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話
題
の
一
冊

　
著
者
の
河
野
美
香
先
生

は
、
多
忙
な
日
常
診
療
の

中
で
多
数
の
著
書
を
上じ

ょ
う
し梓

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

ユ
ニ
ー
ク
で
工
夫
満
載
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

は
、
一
貫
し
た
執
筆

姿
勢
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
ま
ず
、
テ
ー
マ
選

択
に
お
い
て
、
時
代

の
要
請
に
敏
感
で
あ
る
。

本
書
の
テ
ー
マ
は「
高
齢

化
と
生
殖
」
だ
が
、
高
齢

化
す
る
と
卵
子
の
老
化
が

起
こ
る
こ
と
を
一
般
に
知

ら
せ
る
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
昨
今
、
誠
に
時
節

を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
忙
し
い
日
常
診

で
あ
り
、
本
書
は
見
事
に
そ

の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
も
ち
ろ
ん
ア
ラ

フ
ォ
ー
世
代
の
一
般
女
性
に

向
け
た
も
の
と
思
う
が
、
娘

を
持
つ
全
て
の
母
親
に
も
読

ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
内
容
の
深
さ
と
広
さ
を

考
え
れ
ば
、
こ
の
方
面
の
知

識
を
得
た
い
と
考
え
る
医
療

関
係
者
の
入
門
書
と
し
て
も

最
適
の
も
の
で
あ
る
。

（
徳
島
大
学
大
学
院
産
科
婦

人
科
教
授
　
苛
原
稔
）

の
変
化
が
妊
娠
や
分ぶ

ん

娩べ
ん

に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
卵
子
の

老
化
と
高
齢
妊
娠
の
真
実
」

を
、
適
切
に
、
正
確
に
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性
た
ち
に
知

ら
せ
る
こ
と
は
、
今
の
産
婦

人
科
医
の
重
要
課
題
の
一
つ

　
６
月
29
日
、
上
智
大
学

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お

い
て
、
「
国
連
人
口
基
金
の

事
務
局
長
と
語
ろ
う
！
〜
若

者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

〜
」
（
共
催
＝
国
連
人
口
基

金
、
上
智
大
学
、
外
務
省
）

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
国
際
保
健
分
野
で
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指

　
未
成
年
者
に
よ
る
新
生
児

死
体
遺
棄
事
件
が
後
を
絶
た

な
い
。
「
ご
み
箱
に
産
み
捨

娠
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
妊
娠
何
週
で
出
産

に
至
っ
た
か
定
か
で
は
な
い

が
、
80
％
以
上
の
出
産
が
起

こ
る
妊
娠
37
週
か
ら
42
週
未

満
の
正
期
産
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
家
族
が
気
付
か
な
い

こ
と
に
合
点
が
い
か
な
い
。

し
か
も
、
身
近
に
は
学
校
の

友
人
や
教
師

だ
っ
て
い
た

だ
ろ
う
に
、

他
人
へ
の
無

関
心
は
こ
こ
ま
で
き
た
か
と

驚
き
を
隠
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

い
た
彼
ら
の
心
情
を
思
う
と

胸
が
痛
む
。

　
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
は

「
十
五
で
姐ね

え

や
は
嫁
に
ゆ

き
」
と
あ
る
が
、
三
木
露
風

が
こ
れ
を
作
詞
し
た
と
い
わ

れ
る
１
９
２
１
年
当
時
で
あ

れ
ば
、
10
代
で
の
妊
娠
・
出

産
も
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で

は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
豊
か
さ
を
求
め

る
が
あ
ま
り
に
、
近
年
で
は

高
学
歴
化
、
晩
婚
化
が
急
速

に
進
み
、
動
物
と
し
て
の
性

が
ゆ
が
め
ら
れ
て
き
た
。
親

か
ら
の
「
サ
イ
ン
」
を
見
逃

し
、
声
を
掛
け
る
こ
と
を
尻

込
み
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に

は
気
付
い
て
い
な
い
の
だ
。

　
「
子
ど
も
の
分
際
で
」
と

頭
ご
な
し
に
男
女
交
際
を
否

定
す
る
親
に
向
か
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
相
談
す
る
こ
と

は
考
え
難
い
。
妊
娠
が
発
覚

て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
」
（
元

風
俗
店
従
業
員
20
代
）
、

「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
に
隠
す
」
（
ア
ル

バ
イ
ト
の
女
子
16
歳
）
、

「
ト
イ
レ
で
出
産
し
た
乳
児

を
押
し
入
れ
に
遺
棄
」
（
19

歳
少
女
）、「
空
き
地
に
乳
児

の
遺
体
を
遺
棄
し
た
」
（
高

校
２
年
生
男

女
）
等
々
。

　
両
親
や
き

ょ
う
だ
い
と

同
居
し
て
い

る
こ
と
が
少

な
く
な
い
に

も
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
妊

や
教
師
は
こ
の
現
実
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
さ
か
「
う
ち
の
子
に

限
っ
て
」
と
目
を
伏
せ
、

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と

怠
慢
を
決
め
付
け
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

無
理
解
と
性
を
語
る
こ
と
へ

の
消
極
性
が
、
子
ど
も
た
ち

し
た
途
端
に
学
校
を
追
わ
れ

た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
な
と
い
う
不
安
が
筆

者
の
胸
を
よ
ぎ
っ
た
。
偏
差

値
教
育
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ

た
学
校
に
彼
女
ら
の
居
場
所

は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し

か
も
、
現
行
の
刑
法
・
堕
胎

罪
で
は
、
女
性
だ
け
が
処
罰

の
対
象
と
な
っ
て
、
男
性
は

刑
を
免
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
と
い
う
矛
盾
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な

悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
①
若
者
の
性
行

動
の
現
実
に
目
を
背
け
て
い

る
②
避
妊
や
性
感
染
症
予
防

な
ど
の
学
び
の
場
を
奪
っ
て

い
る
③
わ
が
国
の
場
合
、
低

用
量
ピ
ル
や
緊
急
避
妊
薬
の

入
手
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ

る
―
こ
と
な
ど
が
原
因
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
大
人
の
目
か
ら
見
た
ら
頼

り
な
い
と
は
い
え
、
若
者
た

ち
に
も
「
産
む
」
「
産
ま
な

い
」
の
選
択
権
は
あ
る
は
ず

だ
。
２
０
１
５
年
に
報
告
さ

れ
た
論
文
か
ら
の
引
用
だ

が
、
15
〜
19
歳
の
女
子
人
口

千
対
の
出
生
率
は
米
国
で
は

34
で
あ
り
な
が
ら
、
わ
が
国

の
場
合
は
４
と
低
率
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
妊
娠
数

中
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
割
合

は
米
国
26
％
、
わ
が
国
は
53

％
と
高
率
で

あ
っ
た
。

　
産
む
こ
と

だ
け
が
美
徳

だ
と
は
思
わ
な
い
し
、
中
絶

と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

は
女
性
の
当
た
り
前
の
権
利

と
し
て
教
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
だ
。

　
一
方
、
産
み
た
い
欲
求
が

あ
り
な
が
ら
強
迫
的
に
中
絶

に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
し
た
ら
、
健
全
な
社
会
で

あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

　
「
10
億
の
思
春
期
の
若
者

の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
03
年
の
世
界
人
口
白
書
に

は
、
「
思
春
期
の
若
者
の
健

康
と
権
利
へ
の
投
資
は
次
世

代
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら

す
」
と
あ
る
。
彼
ら
の
失
敗

や
苦
悩
を
横
目
で
見
な
が

ら
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
な
い
社
会
に
い
ら
立
ち
を

覚
え
て
い
る
。

　
避
妊
や
中
絶
を
な
ぜ
保
険

適
用
に
で
き
な
い
の
か
。
10

代
の
若
者
に
低
用
量
ピ
ル
や

緊
急
避
妊
薬
を
無
料
で
提
供

で
き
る
社
会
を
つ
く
れ
な
い

の
か
。
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
推
進
す

る
公
益
民
間
運
動
団
体
と
し

て
の
声
を
上
げ
続
け
て
い
き

た
い
。

（
本
会
理
事
長
　
北
村
邦
夫
）

療
か
ら
患
者
の
疑
問
を
吸
い

上
げ
、
学
術
的
な
裏
付
け
を

し
な
が
ら
、
執
筆
す
る
段
階

で
は
一
般
読
者
が
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
再
構
築
す
る
。

本
書
も
、
こ
の
見
事
な
手
法

で
作
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
が
先
生
の

真
骨
頂
で
あ
る
が
、
娘
を
持

つ
母
親
と
し
て
、
母
が
娘
に

語
り
掛
け
る
よ
う
に
執
筆
さ

れ
る
の
で
、
内
容
が
読
者
の

心
に
響
き
、
真
に
伝
わ
る
文

章
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
語

り
口
は
本
書
で
も
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

初
来
日
と
な
っ
た
国
連
人

口
基
金
事
務
局
長
ナ
タ
リ

ア
・
カ
ネ
ム
氏
が
講
演
を

行
い
、
そ
の
後
日
本
の
若

者
た
ち
と
語
り
合
い
、
意

見
を
交
わ
し
た
。

　
カ
ネ
ム
氏
は
講
演
で
、

世
界
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
現
状
を
解

説
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
、
中
で
も
国

連
人
口
基
金
が
重
き
を
置
く

健
康
・
福
祉
の
推
進
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
な
ど
に
つ
い

て
語
り
、
こ
れ
ら
目
標
の
達

成
に
は
若
者
た
ち
の
社
会
参

画
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強

調
し
た
。

COMPASS

＊都合により開催が中止または、受講料・内容等が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

セミナー名 開催地 開催日 受講料(税込)
第6回
メンタルヘルスセミナー 愛知 12月15日㈯ 10,800円

第34回栄養指導を結果につなげ
るセミナー 愛知 8月26日㈰ 10,800円

+テキスト代3,240円
第15回生きるための心の教育セ
ミナー（ベーシック編） 東京 8月4日㈯ 10,800円

思春期保健相談士は8,640円
第9回
睡眠保健指導セミナー 東京 8月5日㈰ 10,800円

＋テキスト代3,240円
第81回思春期保健セミナーコー
スⅠ（総論編） 東京

9月15日㈯～
17日(月･祝)

32,400円
思春期保健相談士は16,200円

第82回思春期保健セミナーコー
スⅠ（総論編）　※中継 大阪

各21,600円
思春期保健相談士は16,200円第83回思春期保健セミナーコー

スⅠ（総論編）　※中継 福岡

第3回
データヘルス支援セミナー 東京 9月21日㈮ 10,800円

第30回お母さんと子どもの元気
セミナー
「子育てにゆとりと笑顔を」

東京 2019年
3月16日㈯ 10,800円

今後の主なセミナー開催予定表

　
「
新
型
出
生
前
診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
）
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
５
年
。
皆
さ
ま
の
身
の
周

り
で
は
、
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
今
後
、
新
型

出
生
前
診
断
が
一
般
診
療
と
さ
れ

る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
「
出
生
前
診

断
」
に
つ
い
て
、
い
ま
改
め
て
知

っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
テ
ー
マ

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
遺
伝
と
は
何
な
の

か
、
出
生
前
診
断
と
遺
伝
相
談
、

高
齢
出
産
と
遺
伝
疾
患
の
関
連
性

に
つ
い
て
な
ど
、
基
礎
知
識
か
ら

最
新
情
報
ま
で
を
講
義
で
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
受
講

者
同
士
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
時
間
も
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
思
い
や
悩
み
を
共

有
す
る
機
会
に
も
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
「
遺
伝
っ
て
何
だ
か
難
し
い
」

「
自
分
に
は
そ
こ
ま
で
関
係
な

い
」
な
ど
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ

て
い
る
方
に
こ
そ
、
遺
伝
を
知
る

第
一
歩
と
し
て
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

へ
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
存
じ

ま
す
。

【
開
催
日
】

２
０
１
９
年
１
月
20
日
㈰

【
会
場
】

平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー
・
全
労
連

会
館
（
東
京
都
文
京
区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
８
０
０
円

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
看
護
教
員
等

【
定
員
】
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
講
師
】

小
野
正
恵
（
東
京
逓
信
病
院
小
児

科
部
長
）
、
青
木
美
紀
子
（
聖
路

加
国
際
大
学
遺
伝
看
護
学
准
教
授

／
聖
路
加
国
際
病
院
遺
伝
診
療
部

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
看
護

師
）
、
山
中
美
智
子
（
聖
路
加
国

際
病
院
遺
伝
診
療
部
部
長
）
、
佐

藤
孝
道
（
武
久
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
顧
問
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）
】

導
入
「
あ
な
た
は
今
、
何
に
つ
い

て
お
困
り
で
す
か
？
」

講
義
①
「
遺
伝
と
遺
伝
相
談
」

講
義
②
「
出
生
前
診
断
　
受
け
る

受
け
な
い
誰
が
決
め
る
の
？
」

情
報
交
換
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
出
生
前
診
断
の
そ
の
あ
と
〜
産

む
産
ま
な
い
を
考
え
る
た
め
に
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
」

スマホからはこちら！

TEL：03-3269-4785
WEB申し込みできます

本会HPでは、各セミナーの詳細や紙面でご紹介できなかったセミナーがご覧いただけます
本会主催セミナーのお問い合わせは

JFPA　セミナー 検索

〜
い
ま
改
め
て
、
出
生
前
診
断
を
考
え
る
〜

第
８
回

遺
伝
が
わ
か
る
セ
ミ
ナ
ー

イベント後半では、日本の若
者たちも登壇。カネム氏（中
央）と対話した

「
卵
子
の
老
化
」と

 

「
高
齢
妊
娠
」の
真
実

河
野
美
香 
著　

講
談
社

国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
と

日
本
の
ユ
ー
ス
が
語
り
合
う

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ・ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

思
春
期
の
若
者
の
健
康
と
権
利
に
投
資
を

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://tokyo.unfpa.org/ja/events/6%E6%9C%8828%E6%97%A5%E2%80%9529%E6%97%A5%E3%80%80%E5%9B%BD%E9%80%A3%E4%BA%BA%E5%8F%A3%E5%9F%BA%E9%87%91%E4%BA%8B%E5%8B%99%E5%B1%80%E9%95%B7%E5%88%9D%E6%9D%A5%E6%97%A5


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康（第773号） 2018年（平成30年）8月 1日

【
翻
訳
＝
Ｏ
ｆ
ｆ
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海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

　急増する梅毒の啓発のため、本会はこの教材を制作しました。
ポスターとして所内・院内に掲示することで、自分の感染を疑
う人には検査に行く背中を押し、そうでない人には、感染への
注意を促すよう作られています。

お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

•どうやってうつるの？
•予防できるの？
•直せる病気なの？
•どこで検査を受けられる？ ほか

●監修：一般社団法人日本家族計画協会家族計画研究センター所長　北村邦夫
●仕様：Ａ１判（841㎜×594㎜）／ポスター＝特殊紙仕様／パネル＝アルミフレーム加工
●定価：ポスター＝本体9,000円＋税／パネル＝本体13,000円＋税
※指導箋やクリアファイルにもできます（お問い合わせください）

予防・啓発に最適！ 「梅毒急増しています！」ポスター
・
パネル

内容

■ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

ユ
ニ
ー
ク
な
報
告

　
「
思
春
期
の
女
子
が
経
験

す
る
月
経
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
父
親
が
ど
れ
だ
け
知
っ

て
理
解
し
て
い
る
の
か
」
。

そ
れ
を
母
親
と
比
較
す
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

実
施
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
ユ

　
１
９
７
９（
昭
和
54
）年
か

ら
始
ま
っ
た
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
39
年
目
に

突
入
い
た
し
ま
し
た
。昭
和
、

平
成
と
時
代
が
流
れ
る
中

で
、月
経
ト
ラ
ブ
ル
、妊
娠
不

安
、自じ

慰い

、包
茎
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
ピ
ル
、
緊
急
避

妊
な
ど
、
そ
の
時
々
の
若
者

た
ち
の
悩
み
に
向
き
合
っ
て

き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
電
話
相
談
の

特
徴
の
一
つ
が
男
性
か
ら
の

「
イ
タ
ズ
ラ
電
話
」の
多
さ
で

す
。昨
年
度
の
デ
ー
タ
で
も
、

実
際
に
受
け
た
相
談
１
５
０

４
件
に
対
し
、
無
言
と
イ
タ

ズ
ラ
の
合
計
が
１
５
３
０
件

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性

で
あ
る
こ
と
と
、
疾
患
で
は

な
く
「
思
春
期
の
体
」
と
い

う
広
い
定
義
で
相
談
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
古
参
の

相
談
員
は
「
以
前
の
イ
タ
ズ

ラ
の
方
が
憎
め
な
い
感
じ
」

と
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、

イ
タ
ズ
ラ
も
年
々
変
化
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
か
つ
て
は
「
相
談
員
さ

ん
パ
ン
ツ
何
色
」「
女
性
に
も

て
る
方
法
を
教
え
て
」「
エ
ッ

チ
し
た
い
」
と
肉
食
系
男
子

の
抑
え
き
れ
な
い
感
情
を
ぶ

つ
け
る
相
手
に
、
コ
ラ
コ
ラ

と
た
し
な
め
つ
つ
、
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な
が

ら
、
思
春
期
特
有
の
性
に
関

す
る
話
や
、
電
話
相
談
の
マ

ナ
ー
な
ど
、
相
談
者
が
何
か

を
考
え
る
た
め
の
情
報
を
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
最
近
の
電
話
で
、
相

談
と
し
て
成
立
し
な
い
も
の

に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
ず
、「
攻
撃
型
」。相
談
員

ニ
ー
ク
な
調
査
結
果
を
メ
ル

ボ
ル
ン
大
学
産
婦
人
科
の
グ

ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
月
経
痛
や
月
経
血
量
が
多

い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
通
院

す
る
思
春
期
の
患
者
40
人
と

そ
の
両
親
を
対
象
に
、
月
経

ト
ラ
ブ
ル
の
症
状
、
治
療
薬

の
効
果
や
副
作
用
、
娘
の
生

活
全
般
か
ら
見
た
親
の
心
配

事
の
三
つ
の
視
点
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
父
親
の
認
識

は
母
親
に
比
べ
て
低
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
父
親
の
９

割
は
月
経
血
量
や
月
経
期
の

気
分
動
揺
の
症
状
を
認
識
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、

治
療
薬
の
効
果
や
副
作
用
に

関
す
る
質
問
に
は
ほ
と
ん
ど

回
答
し
な
い
か
、
「
分
か
ら

な
い
」
と
答
え
て
お
り
、
こ

の
傾
向
は
母
親
で
も
同
様
で

し
た
。

　
娘
の
生
活
全
般
に
関
し

て
、
父
親
の
８
割
は
「
心
配

し
て
い
る
」
「
か
わ
い
そ
う

に
思
う
」
と
回
答
。
約
半
数

が
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」

「
何
も
し
て
や
れ
な
い
」
、

１
割
は
「
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
感
じ
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
父
母
と
も
８
割
以
上
が

「
娘
の
健
康
を
心
配
す
る
」

と
回
答
。
「
学
校
生
活
に
支

側
だ
け
気
付
い
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
結
果
で
し

た
。
ま
た
、
周
期
的
で
安
定

し
た
月
経
の
た
め
の
ピ
ル
は

必
要
で
あ
る
と
、
42
％
の
男

性
が
回
答
し
ま
し
た
。

参
考

Girling JE, et al.J Pediat 
Adolesc Gynecol. Apr 
2018.

■ 

女
性
側
の
う
つ
と

比
較
し
て

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
の
ど
ち
ら
か
一
方

に
抑
う
つ
が
あ
る
場
合
、
こ

関
連
性
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
過
去
に
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ

医
師
ら
は
多た

嚢の
う

胞ほ
う

性
卵
巣
症

候
群
（
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）
の
不
妊

患
者
と
、
原
因
不
明
の
不
妊

患
者
（
女
性
）
そ
れ
ぞ
れ
を

対
象
と
し
て
、
排
卵
誘
発
剤

の
効
果
を
検
討
し
た
二
つ
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
た
カ
ッ
プ
ル

約
１
６
０
０
組
の
デ
ー
タ
か

ら
、
治
療
期
間
中
に
う
つ
病

と
診
断
さ
れ
た
女
性
（
全
体

の
約
６
％
）
と
男
性
（
全
体

の
約
２
％
）
を
、
う
つ
病
を

患
っ
て
い
な
い
男
女
と
比
較

し
た
結
果
で
す
。
あ
る
種
の

抗
う
つ
薬
は
流
産
リ
ス
ク
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今

回
の
デ
ー
タ
で
は
、
そ
れ
ら

を
使
用
し
て
い
た
場
合
に
妊

娠
初
期
の
流
産
は
わ
ず
か
に

増
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

他
の
薬
で
は
影
響
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
来
、
薬

は
飲
ん
だ
本
人
、
こ
の
場
合

は
女
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
影
響

が
及
ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
回
の
結
果
は
男
性

側
の
う
つ
病
が
、
女
性
パ
ー

ト
ナ
ー
の
妊
娠
と
挙
児
に
間

接
的
に
何
ら
か
の
形
で
影
響

し
た
と
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
医
師
に

よ
る
と
、
不
妊
治
療
を
受
け

る
女
性
の
約
４
割
、
男
性
の

約
５
割
は
、
何
ら
か
の
う
つ

症
状
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で

は
、
う
つ
病
患
者
に
見
ら
れ

る
性
欲
の
減
退
や
精
子
の
質

の
低
下
な
ど
の
影
響
を
排
除

す
る
た
め
体
外
受
精
の
カ
ッ

プ
ル
は
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

参
考

N
IH
 N
ew
s Releases. 

M
ay 18, 2018.

■
特
に
梅
毒
の
増
加

　
昨
年
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
だ
け
で
、
梅
毒
が

原
因
の
死
産
が
30
件
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は

１
９
９
５
年
以
来
、
最
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
性
感
染
症

（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
は
未
治
療
で
放

置
す
る
と
、
重
大
な
健
康
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。例
え
ば
、性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
あ
る
い
は
淋り

ん

菌き
ん

感

染
症
は
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患

を
は
じ
め
、不
妊
、子
宮
外
妊

娠
、慢
性
の
骨
盤
痛
な
ど
、梅

毒
は
視
力
や
聴
力
の
逸
失
、

そ
の
他
の
神
経
系
の
障
害
を

起
こ
し
ま
す
。
性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア
感
染
症
や
淋
菌
感
染
症

の
多
く
は
30
歳
以
下
の
生
殖

年
齢
層
で
あ
る
こ
と
が
問
題

を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
公
衆

衛
生
局
の
カ
レ
ン
・
ス
ミ
ス

医
師
は
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｄ
は
コ
ン

ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
予
防

で
き
ま
す
。
万
一
感
染
し
て

も
、
抗
生
物
質
を
投
与
す
る

こ
と
で
治
療
で
き
ま
す
」
と

述
べ
、
「
症
状
が
な
く
て

も
、
定
期
的
に
検
査
す
る
こ

と
が
重
要
。
感
染
者
の
多
く

は
自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
ず
に
性
行
動
を
す

る
こ
と
が
問
題
」
と
警
告
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
他
州

と
連
携
し
た
対
策
と
し
て
、

低
価
格
な
宅
配
便
で
提
供
す

る
コ
ン
ド
ー
ム
や
Ｓ
Ｔ
Ｄ
検

査
キ
ッ
ト
、さ
ら
に
、感
染
者

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
治
療
を
促

す
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
関
係
者
だ
け
で

な
く
学
校
教
師
も
参
画
す
べ

き
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
２

０
１
７
年
度
の
年
齢
層
別
Ｓ

Ｔ
Ｄ
感
染
率
は
、
梅
毒
は
男

障
が
な
い
か
心
配
だ
」
と
回

答
し
た
父
親
は
約
６
割
、
母

親
で
は
約
半
数
で
し
た
。

　
娘
の
月
経
に
関
し
て
娘
と

オ
ー
プ
ン
に
話
し
合
え
る
と

回
答
し
た
父
親
は
全
体
の
８

割
だ
っ
た
の
に
対
し
、逆
に
、

父
親
と
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る

と
回
答
し
た
娘
は
全
体
の
半

数
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
の
男
性
が
女
性
パ
ー

ト
ナ
ー
の
月
経
に
つ
い
て
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
を
見

た
、
欧
州
13
か
国
（
５
０
４

４
人
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

結
果
も
同
時
期
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
男

性
は
、
女
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の

気
分
動
揺
の
症
状
を
女
性
本

人
が
自
覚
し
て
い
る
よ
り
も

多
く
認
識
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
男
性

女
と
も
25
〜
29
歳
が
最
も
多

く
、
次
に
30
〜
34
歳
と
20
〜

24
歳
が
続
き
、
大
部
分
は
男

性
で
す
。
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
男
女
と
も
20
〜
24

歳
が
最
も
多
く
、
続
い
て
25

〜
29
歳
と
15
〜
19
歳
で
、
各

層
と
も
女
性
が
２
倍
以
上
で

し
た
。
淋
菌
感
染
症
は
男
性

で
は
25
〜
29
歳
が
最
多
で
、

次
に
20
〜
24
歳
と
30
〜
34
歳

が
ほ
ぼ
同
率
、
女
性
で
は
20

〜
24
歳
が
最
多
、
続
い
て
25

〜
29
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

と
淋
菌
感
染
症
は
10
年
頃
か

ら
感
染
者
が
増
加
し
て
お

り
、
梅
毒
は
13
〜
14
年
頃
か

ら
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

10
万
人
当
た
り
の
感
染
例
数

は
梅
毒
34
件
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
５
５
２
件
、
淋
菌
感

染
症
１
９
１
件
、
16
〜
17
年

の
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
、
20

％
、
９
％
、
16
％
で
し
た
。

参
考

California Departm
ent 

of Public Health.

と
の
会
話
の
ち
ょ
っ
と
し
た

言
い
回
し
に
難
癖
を
つ
け
、

ひ
た
す
ら
攻
撃
的
な
言
葉
を

発
す
る
も
の
。
日
ご
ろ
感
情

を
表
出
で
き
な
い
鬱う

っ

憤ぷ
ん

を
ぶ

つ
け
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
姿
が
見
え
な
い
相
手
に

強
気
な
態
度
で
す
が
、
毅き

然ぜ
ん

談
員
が
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
お

そ
ら
く
そ
の
通
り
か
と
。

　「
大
胆
型
」は
、無
料
で
女

性
と
性
的
な
会
話
を
楽
し
み

た
い
と
、
堂
々
と
要
求
し
て

き
ま
す
。
似
て
い
る
の
が

「
間
違
い
電
話
型
」。相
談
室

で
す
と
の
声
に
、
間
違
え
ま

し
た
と
言
い
な
が
ら
「
そ
ち

ら
は
相
談
室
な
ん
で
す
ね
、

ど
ん
な
お
話
が
で
き
ま
す

か
」
と
電
話
を
切
ら
ず
粘
り

ま
す
。
相
談
室
は
テ
レ
ク
ラ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
引

き
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
ち
ば
ん
悪
質

で
、
相
談
員
を
悩
ま
せ
る
の

が「
成
り
済
ま
し
型
」で
す
。

娘
の
心
配
を
す
る
シ
ン
グ
ル

フ
ァ
ー
ザ
ー
な
ど
深
刻
な
内

容
で
、
相
談
員
も
構
え
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
「
悩
み
」
が

作
り
話
で
、
相
談
員
に
性
的

な
言
葉
を
言
わ
せ
る
の
が
目

的
で
す
か
ら
す
ぐ
矛
盾
に
気

付
き
ま
す
。
成
り
済
ま
し
で

も
「
疑
わ
な
い
こ
と
」
を
大

原
則
に
対
応
し
ま
す
が
、
相

談
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
辻つ

じ

褄つ
ま

が
合
わ
な
く
な
り
相
手
が

退
散
し
て
終
わ
り
ま
す
。
こ

の
時
の
相
談
員
の
疲
弊
感
は

相
当
な
も
の
で
す
。

　
今
は
、
知
り
た
い
こ
と
は

簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

教
え
て
く
れ
ま
す
。
電
話
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
１
人
１

台
の
時
代
で
す
し
、
友
達
が

い
な
く
て
も
、
一
人
で
楽
し

く
時
間
を
過
ご
す
道
具
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
あ
の
手

こ
の
手
の
イ
タ
ズ
ラ
電
話
が

こ
れ
だ
け
の
数
あ
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
理
由
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
声
を
聞
き

た
い
、
誰
か
と
話
し
た
い
、

ア
ナ
ロ
グ
電
話
相
談
の
イ
タ

ズ
ラ
主
に
共
通
し
て
い
る
の

と
し
た
対
応
を
す
る
と
電
話

を
切
っ
て
逃
げ
出
し
ま
す
。

　
次
に
、「
粘
着
型
」。リ
ダ
イ

ヤ
ル
機
能
を
使
用
し
て
、
卑ひ

猥わ
い

な
言
葉
を
繰
り
返
し
相
談

員
に
聞
か
せ
る
も
の
。「
他
に

す
る
こ
と
な
い
の
か
し
ら
」

「
友
達
い
な
い
の
か
な
」と
相

は
「
寂
し
さ
」
な
の
か
と
。

排
除
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

心
の
声
も
聴
か
ね
ば
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

の
こ
と
が
妊
娠
成
功
率
に
影

響
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
に

答
え
る
た
め
、
米
国
国
立
小

児
保
健
発
達
研
究
所
の
生
殖

医
療
部
門
の
エ
ス
タ
ー
・
ア

イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
医
師
は
、
二

つ
の
臨
床
研
究
デ
ー
タ
を
も

と
に
分
析
し
た
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
男
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
う
つ

病
が
あ
る
場
合
は
、
そ
う
で

な
い
場
合
に
比
べ
て
挙
児
が

成
功
し
た
割
合
は
約
60
％
低

く
な
り
、
逆
に
、
女
性
パ
ー

ト
ナ
ー
に
う
つ
病
が
あ
る
場

合
で
は
、
挙
児
成
功
率
と
の

電話相談
●思春期・FPホットライン
　☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

電話相談員募集！
上記の相談に応じる専門家を募集中です。平日の昼、
市谷にお越しいただける方。詳細は、☎03(3235)2694

●EC・OCコール
　☎03(3267)1404
●OCヘルプデスク
　☎03(6280)8404
●OCサポートコール
　☎03(3267)4104

市谷
クリニックへ
ようこそ！

妊娠のチャンス
と男性パートナー
の抑うつ

娘の月経
トラブルに対する
父親の理解度

最近の性感染症
疫学調査報告

―米国カリフォルニア州から―

http://hsmk.jp/products/list.php?transactionid=681393e54121a3d790adb27801f99afdda4a205c&mode=search&keyword1=&category_id=&keyword2=%E6%A2%85%E6%AF%92&search=%E6%A4%9C%E7%B4%A2
http://www.jfpa-clinic.org/


（　）5 （第773号）2018年（平成30年）8月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康

ち
ゃ
ん
を
育
て
な
が
ら
吸
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
も
、
若
い
と

き
か
ら
大
量
に
飲
ん
で
い
る

　
昔
は
亡
く
な
っ
て
い
た
、

あ
る
い
は
、
結
婚
や
出
産
を

考
え
る
ま
で
の
健
康
レ
ベ
ル

に
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
医
療

水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で
、

元
気
に
成
長
し
、
普
通
に
結

婚
し
妊
娠
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
中
に
は
妊
娠
を
し
に

く
か
っ
た
り
、
妊
娠
し
て
も

妊
娠
中
や
分
娩
の
際
に
本
人

や
赤
ち
ゃ
ん
に
何
ら
か
の
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
に
「
あ
な
た

は
リ
ス
ク
が
あ
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の

リ
ス
ク
さ
え
分
か
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
肝
臓

移
植
の
件
数
が
多
い
の
で
す

が
、
移
植
を
受
け
た
子
た
ち

が
思
春
期
を
過
ぎ
て
、
妊
娠

す
る
年
齢
に
達
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
低

出
生
体
重
児
の
生
存
率
が
高

く
な
り
、
今
20
歳
代
後
半
〜

30
歳
前
後
で
、
出
生
時
体
重

が
最
も
少
な
く
て
９
０
０
㌘

く
ら
い
だ
っ
た
女
性
が
無
事

に
妊
娠
・
出
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
も
っ
と
小
さ

く
て
７
０
０
と
か
５
０
０
㌘

で
生
ま
れ
た
女
の
子
た
ち
が

妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る
時
代

に
な
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
婦

さ
ん
に
は
全
員
、
ご
本
人
が

生
ま
れ
た
と
き
の
体
重
を
聞

い
て
い
ま
す
が
、
低
体
重
で

　「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
、「
プ
レ
」
と

「
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
」に
分
け

ら
れ
ま
す
。「
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
」
は
、
英
語
のconceive

と
い
う
動
詞
か
ら
来
て
い

て
、「
子
ど
も
を
宿
す
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
「
プ

レ
」
は
「
前
の
時
間
、
前
の

位
置
」
と
い
う
意
味
で
す
。

つ
ま
り
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
ケ
ア
と
は
、
子
ど
も
を

宿
す
前
に
カ
ッ
プ
ル
に
提
供

す
る
ケ
ア
の
こ
と
で
す
。

　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
が
注
目
さ
れ
だ
し
た
理
由

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
先
進
諸
国
に
お
い

て
、
妊
婦
死
亡
率
・
周
産
期

死
亡
率
は
劇
的
に
低
下
し
て

い
る
も
の
の
、
先
天
異
常
、

児
の
未
熟
や
母
体
合
併
症
に

伴
う
乳
児
死
亡
は
減
っ
て
い

な
い
こ
と
。
二
つ
目
は
、
妊

　
シ
リ
ー
ズ
第
３
回
目
と
な
る
今
号
で
は
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
荒
田

尚
子
氏
に
、
妊
娠
前
か
ら
の
十
分
な
栄
養
摂
取
や
健
康
管
理
の
重
要
性
、
ま
た
研
究

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

 

※
第
１
・
２
回
は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中

人
た
ち
が
い
ま
す
。
女
性
の

方
が
男
性
よ
り
も
ア
ル
コ
ー

ル
で
肝
臓
が
傷
み
や
す
い

し
、
お
そ
ら
く
膵す

い

臓ぞ
う

も
強
く

な
い
で
し
ょ
う
。
妊
娠
中
の

検
査
で
血
糖
値
が
高
か
っ
た

人
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
の
べ
つ
幕
な
し
に
飲
ん
で

い
ま
し
た
」
と
い
う
人
が
い

ま
す
。
飲
酒
が
直
接
的
原
因

と
な
る
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル

症
候
群
と
い
う
疾
患
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
う
問
題
だ

け
で
な
く
、
飲
み
過
ぎ
て
い

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
予
備
能
力

が
減
退
す
る
の
で
、
妊
娠
糖

尿
病
な
ど
を
発
症
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
前
に
が
ん
の
チ
ェ
ッ

ク
、
慢
性
疾
患
の
チ
ェ
ッ
ク

も
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
た

ち
は
妊
娠
が
分
か
っ
て
か
ら

の
乳
が
ん
に
多
く
遭
遇
し
て

い
ま
す
。子
宮
頸
が
ん
は
、妊

娠
時
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
分
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
若

年
女
性
に
多
い
が
ん
で
す
。

　
慢
性
疾
患
の
チ
ェ
ッ
ク
も

大
切
で
、
糖
尿
病
あ
る
い
は

甲
状
腺
機
能
低
下
症
の
人
、

家
族
歴
の
あ
る
人
は
特
に
注

意
し
て
ほ
し
い
で
す
。
催
奇

形
性
の
あ
る
内
服
薬
を
服
用

　
痩
せ
と
肥
満
の
話
を
し
ま

す
と
、
痩
せ
は
20
〜
30
歳
代

の
若
年
層
に
多
く
、
そ
の
年

代
の
生
産
人
口
の
約
２
割
を

占
め
ま
す
。一
方
、肥
満
は
約

１
割
、
つ
ま
り
全
体
の
３
割

の
人
た
ち
が
、
痩
せ
か
肥
満

の
ど
ち
ら
か
に
入
り
ま
す
。

　
肥
満
の
人
は
、
妊
娠
高
血

圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病
、

帝
王
切
開
、
弛し

緩か
ん

出
血
な
ど

の
頻
度
が
高
い
で
す
。
妊
娠

前
に
減
量
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
リ
ス
ク
は
減
少
し
ま
す

が
、
妊
娠
し
て
か
ら
体
重
増

加
を
抑
制
し
て
も
、
そ
の
効

果
は
限
定
的
で
す
。

　
痩
せ
の
人
は
、
胎
児
発
育

遅
延
、低
出
生
体
重
児
分ぶ

ん

娩べ
ん

、

切
迫
早
産
や
早
産
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
未
満
の

女
性
の
割
合
は
、
１
９
８
０

年
代
前
半
に
比
べ
て
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し

痩
せ
は
単
に
体
重
が
少
な
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
食

生
活
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
問

題
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
男
性
で
も
女
性
で

も
、
食
生
活
に
問
題
の
あ
る

人
が
結
構
い
て
、
男
性
の
場

合
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

メ
タ
ボ
に
な
る
の
で
す
が
、

女
性
の
場
合
は
、
逆
に
食
べ

な
過
ぎ
る
。
と
い
う
よ
り
、

女
性
も
食
べ
る
と
き
は
食
べ

る
の
で
す
が
、
食
べ
方
に
問

題
が
あ
っ
て
、
お
菓
子
ば
か

り
食
べ
た
り
、
朝
食
を
抜
い

た
り
す
る
人
が
か
な
り
い
ま

す
。
食
事
が
と
れ
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
て
、
活
動
量
も

と
て
も
少
な
い
。

　
今
の
高
校
生
あ
た
り
の
子

は
、
小
中
学
生
の
こ
ろ
に
食

育
が
入
り
始
め
、
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
も
入
っ
て
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
の
こ

と
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
今
、
妊
娠
・
出
産
し
て

い
る
世
代
は
、
家
庭
科
は
習

っ
た
と
し
て
も
、
食
育
と
し

て
教
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
、

何
が
普
通
で
、き
ち
ん
と
し

た
食
事
な
の
か
が
分
か
ら
な

ケ
ア
と
は
、
実
は
、
女
性
自

身
の
健
康
管
理
と
い
う
側
面

が
と
て
も
強
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
た
ば
こ
を
や
め

る
、
飲
酒
を
控
え
る
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
と
運
動
で

正
常
な
体
重
を
維
持
す
る
、

葉
酸
を
と
る
、
健
診
を
受
け

る
と
い
っ
た
行
動
に
よ
っ

て
、
健
康
を
増
進
し
、
質
の

高
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
図
２
・
表

１
）
。

　
そ
し
て
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
ケ
ア
は
、
女
性
だ
け
で

な
く
男
性
も
含
め
た
ケ
ア
で

す
。
若
い
世
代
の
男
女
が
よ

り
健
康
に
な
る
こ
と
で
、
よ

り
健
全
な
妊
娠
・
出
産
の
チ

ャ
ン
ス
を
増
や
し
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
を
よ
り
健
康

に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
目

的
で
す
。

の
子
を
考
え
て
い
る
人
た
ち

が
、「
私
の
麻
疹
の
抗
体
価
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
き

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
抗
体
価
の
低
い

人
に
は
、
出
産
後
に
麻
疹
と

風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
ワ

ク
チ
ン
も
打
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
妊
娠
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
感

染
症
の
チ
ェ
ッ
ク
と
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
自
分

の
た
め
に
も
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
葉
酸
は
、
水
溶
性
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
の
一
種
で
、
細
胞

の
増
殖
や
成
長
の
た
め
に
不

可
欠
な
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。
葉

酸
の
摂
取
不
足
と
二
分
脊
椎

な
ど
の
神
経
管
閉
鎖
障
害
の

関
係
も
、
海
外
に
お
け
る
長

年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
米
国
で
は
、
穀
類
へ
の
葉

酸
添
加
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
中
国
で
は
、
葉
酸
の
サ
プ

　
心
臓
は
受
精
後
22
日
に
拍

動
を
始
め
ま
す
。
神
経
管
は

受
精
後
28
日
ま
で
に
閉
鎖
し

ま
す
。
口
蓋
が
閉
じ
る
の
は

受
精
後
56
日
で
す
。
催
奇
形

性
の
臨
界
期
は
受
精
後
約
２

〜
８
週
ま
で
。
妊
娠
の
か
な

り
初
期
と
言
え
ま
す
。

　
産
婦
人
科
の
対
象
に
な
る

の
は
、
基
本
的
に
妊
娠
し
て

か
ら
の
人
た
ち
で
す
。
そ
し

て
、
妊
娠
し
て
か
ら
で
は
対

処
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
も
そ
の
一
つ

で
す
。
風
疹
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
、
先
天
性
風
疹
症
候

群
を
予
防
し
ま
す
が
、
妊
娠

中
に
接
種
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
特
に
79
年
４
月
か

ら
87
年
10
月
生
ま
れ
の
約
６

０
０
万
人
の
女
性
の
中
に

は
、
打
っ
て
い
な
い
人
が
か

な
り
い
ま
す
。

　
麻
疹
に
つ
い
て
は
、
こ
の

春
に
感
染
例
が
報
じ
ら
れ
て

大
き
な
問
題
に
な
っ
た
の

で
、
少
し
意
識
が
高
ま
っ
た

よ
う
で
、
２
人
目
、
３
人
目

娠
前
か
ら
の
女
性
の
健
康
管

理
が
妊
娠
結
果
を
改
善
さ
せ

る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目

は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
な
ど
か
ら
、
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
改
善
す
る
た
め
の
勧
告
が

出
た
こ
と
で
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
の
あ
る
、
妊
娠
前
か
ら

の
因
子
と
し
て
、
喫
煙
・
飲

酒
・
痩
せ
・
肥
満
・
催
奇
形

性
の
あ
る
感
染
症
や
薬
剤
・

糖
尿
病
な
ど
の
医
学
的
に
問

題
と
な
る
状
態
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
た
ば
こ
は
、
大
都
市
で
は

吸
え
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
地
方
で
は
喫
煙

率
は
高
い
よ
う
で
す
。
妊
婦

さ
ん
で
も
や
め
ら
れ
な
い
人

が
い
ま
す
し
、
出
産
後
も
赤

の
リ
ス
ク
に
関
す
る
介
入
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
妊
娠

を
計
画
し
て
い
る
女
性
が
毎

日
４
０
０
㍃
㌘
の
葉
酸
の
錠

剤
を
妊
娠
３
か
月
ま
で
服
用

し
た
と
こ
ろ
、
服
用
し
な
か

っ
た
場
合
と
比
べ
て
、
神
経

管
閉
鎖
障
害
の
リ
ス
ク
が
４

割
ほ
ど
低
下
し
ま
し
た
（
図

１
）
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
妊
娠
し

て
い
る
人
や
妊
娠
を
計
画
し

て
い
る
人
に
は
、
神
経
管
閉

鎖
障
害
に
な
る
可
能
性
を
低

減
す
る
た
め
に
、
食
品
か
ら

の
摂
取
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ

る
栄
養
補
助
食
品
か
ら
１
日

当
た
り
４
０
０
㍃
㌘
の
葉
酸

の
摂
取
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
先
に
も
話
し
た
よ
う
に
、

食
生
活
が
偏
っ
て
い
る
若
年

女
性
が
多
い
の
で
、
必
要
量

を
と
る
の
は
、
な
か
な
か
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
葉
酸
や
そ

の
他
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
も
含

ま
れ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、

妊
娠
前
の
ケ
ア
と
し
て
薦
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

い
。だ
か
ら
、お
に
ぎ
り
だ

け
、お
総
菜
を
単
品
だ
け
、と

い
う
よ
う
な
食
べ
方
を
し
て

し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　
妊
娠
中
あ
る
い
は
授
乳
中

で
産
後
の
体
重
の
減
ら
な
い

肥
満
の
人
を
対
象
に
、
携
帯

ア
プ
リ
を
使
っ
て
１
か
月
間

介
入
し
て
、
毎
食
の
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
口
に
し
た
も
の

は
、
水
も
飲
み
物
も
全
部
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
一

部
の
人
た
ち

で
、
コ
ン
ビ
ニ

や
総
菜
店
な
ど

で
買
っ
た
単
品

が
ポ
ン
と
出
て

く
る
。
茶
色
の

揚
げ
物
ば
か
り

と
か
、
食
事
に

色
が
な
い
ん
で

す
。
一
人
で
食

べ
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
が
い

て
も
同
じ
よ
う

な
食
事
内
容
で

し
た
。

し
て
い
る
場
合
は
、
薬
の
変

更
に
つ
い
て
、
妊
娠
を
考
え

始
め
た
時
か
ら
医
師
と
話
し

合
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る

と
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

生
ま
れ
た
女
性
の
妊
娠
リ
ス

ク
は
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
２
５
０
０
㌘
未
満

で
生
ま
れ
た
人
が
妊
娠
・
出

産
す
る
と
、
早
産
が
多
い
、

妊
娠
糖
尿
病
や
妊
娠
高
血
圧

を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い

と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
小
児
期
や
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
（
お
お
む
ね
15
〜

29
歳
）
に
病
気
に
な
っ
た
人

の
妊
娠
リ
ス
ク
は
高
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
し
、
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
責
任
は
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
相

談
外
来
で
は
、
登
録
調
査
や

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
全
国
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
だ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

リ
メ
ン
ト
と
神

経
管
閉
鎖
障
害

荒田尚子氏

図２　 なぜプレコンセプションケアが今重要なのか

表１　プレコンセプションケアの例

□ 適正体重をキープしよう！
□ 禁煙する。受動喫煙を避ける。
□ アルコールを控える。
□  バランスの良い食事をこころが
ける。

□ 葉酸を積極的に摂取しよう。
□  150分／週運動しよう。
こころもからだも活発に！

□ ストレスをためこまない。
□  ワクチン接種をしよう。
（風疹・インフルエンザなど）
□  生活習慣病をチェックしよう！
（血圧・糖尿病・検尿など）

（国立成育医療研究センターより）

若い女性の
生活スタイルの乱れ

肥満や痩せ
が増加

生殖医療技術
（不妊治療）
の向上

医療水準
の向上

小児科・AYA世代までに
病気になった女性や未熟児や
低出生体重で生まれた女性が
元気に成長

女性のキャリア形成
結婚率低下
晩婚化

出産年齢の高齢化
生活習慣病や慢性疾患を
持った女性の増加

妊娠リスクの上がっている女性が増加！！

図１　 中国における葉酸のサプリメントと神経管閉鎖
障害のリスクに関する介入研究
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「
バ
ラ
ン
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の
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食
事
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が
分
か
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な
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妊
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前
の
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の
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理
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成
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医
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研
究
セ
ン
タ
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の
役
割
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図
１
の
線
分
部
分
の
長
さ

は
ど
ち
ら
が
長
く
見
え
る
だ

ろ
う
か
。
答
え
を
知
っ
て
い

る
人
は
、
「
同
じ
」
と
解
答

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
分
か
っ
て
い
て
も
、
下

の
方
が
長
く
見
え
る
人
が
、

ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
人
間
に
は
必
ず

し
も
合
理
的
で
な
い
部
分
が

あ
り
、
か
つ
興
味
深
い
こ
と

は
、
多
く
の
人
間
が
「
同
じ

よ
う
に
間
違
っ
た
」
認
識
を

す
る
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み

民
に
対
し
て
は
、
将
来
の
健

康
の
た
め
と
い
う
合
理
的
な

説
明
を
も
っ
て
健
康
行
動
を

推
奨
し
て
き
た
。
と
は
い

え
、
実
際
の
住
民
が
簡
単
に

は
健
康
行
動
に
至
ら
な
い
こ

と
も
、
ま
た
実
感
し
て
き
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
「
行
き
詰
ま

り
」
を
解
決
す
る
糸
口
は
、

自
ら
の
専
門
領
域
外
に
あ
っ

た
り
す
る
。
例
え
ば
、
近

年
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
な

ど
で
注
目
さ
れ
る
「
行
動
経

済
学
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
禁
煙
啓
発
と

い
え
ば
、
最
近
は
見
掛
け
な

く
な
っ
た
が
、
「
喫
煙
で
真

っ
黒
に
な
っ
た
肺
の
写
真
」

な
ど
、
医
療
者
は
、
住
民
を

「
怖
が
ら
せ
る
」
指
導
を
や

り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
動
経
済
学
的
に

整
理
す
る
と
、
感
情
を
用
い

た
行
動
変
容
と
し
て
、
効
果

が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
恐
怖
と
い
う
感
情
は
、

「
自
分
に
は
起
こ
ら
な
い
こ

と
」
と
い
っ
た
拒
否
反
応

や
、
「
ど
う
し
て
良
い
か
分

か
ら
な
い
（
の
で
現
状
維

持
）
」
と
い
う
回
避
行
動
を

起
こ
し
や
す
い
。

　
一
方
で
、
例
え
ば
怒
り
の

感
情
に
訴
求
す
る
こ
と
は
、

た
ば
こ
対
策
に
お
い
て
も
効

果
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

理
論
を
基
に
、
今
回
、
「
感

謝
の
感
情
」
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
、
新
た
な
禁
煙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
開
発
し
、
実
際
に
試

行
し
て
み
た
。

　
さ
て
、
最
後
に
こ
う
し
た

知
見
を
た
ば
こ
対
策
に
ど
の

よ
う
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
言
及
し
て

み
た
い
。
残
念
な
が
ら
、
先

に
結
論
を
申
し
上
げ
て
お
く

な
ら
ば
、
い
ま
だ
決
め
手
と

な
る
よ
う
な
、
魔
法
の
よ
う

な
方
法
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体

に
お
け
る
対
策
と
し
て
は
、

単
に
喫
煙
割
合
の
減
少
だ
け

で
は
な
く
、
同
時
に
格
差
の

是
正
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
行
動
経
済
学
理
論
の
応

用
に
は
、
可
能
性
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
分
か
っ
ち
ゃ

い
る
け
ど
で
き
な
い
」
人
た

ち
の
割
合
は
、
予
想
さ
れ
る

と
お
り
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

の
方
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
一
つ
だ
け
具
体
的
な
提
案

を
も
っ
て
稿
を
締
め
く
く

る
。
わ
が
国
は
一
般
的
に
は

諸
外
国
と
比
べ
て
た
ば
こ
対

策
が
遅
れ
て
い
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、対
策
が

　
ポ
ス
タ
ー
は
四
部
作
の

「
ド
ラ
マ
仕
立
て
」
と
な
っ

て
お
り
、
ま
ず
は
若
い
男
性

が
禁
煙
し
た
こ
と
に
よ
り
、

お
金
が
貯
ま
り
、
海
外
旅
行

に
行
け
た
こ
と
に
感
謝
す
る

と
い
う
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
成
し
た
（
図
２
）
。
こ

の
こ
と
は
、
禁
煙
者
の
経
験

の
中
に
、
た
ば
こ
を
や
め
た

ら
、
た
ば
こ
代
以
上
の
お
金

が
手
元
に
残
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
気
付
き
が
多
い

こ
と
を
具
体
化
し
た
。

　
続
い
て
、
近
年
、
喫
煙
場

所
の
規
制
が
厳
し
く
な
る

中
、
喫
煙
者
は
外
出
時
に
無

意
識
で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
場

所
を
探
し
て
い
る
。
普
段
行

か
な
い
よ
う
な
場
所
だ
と
、

す
ぐ
に
は
見
付
か
ら
な
い
た

め
、
何
と
な
く
「
不
安
」
に

な
る
。
こ
の
不
安
も
、
禁
煙

し
て
初
め
て
気
付
い
た
と
い

う
元
喫
煙
者
が
多
い
こ
と
か

ら
題
材
に
組
み
込
ん
だ
（
図

３
）
。

　
次
の
一
枚
は
、
か
な
り
ベ

タ
な
内
容
で
あ
っ
て
、
元
喫

煙
者
の
若
い
父
親
が
、
禁
煙

進
ん
で
い
る
は
ず
の
国
を
実

際
に
訪
問
し
て
み
る
と
、
か

な
り
の
た
ば
こ
の
煙
に
曝ば

く

露ろ

さ
れ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

る
。
建
物
内
の
禁
煙
が
進
み

過
ぎ
た
結
果
、
路
上
を
歩
い

て
い
る
と
た
ば
こ
の
煙
を
避

け
き
れ
な
い
面
が
あ
る
よ
う

だ
。
そ
の
点
、
わ
が
国
は
、

む
し
ろ
ま
だ
建
物
内
で
の
曝

露
の
方
が
課
題
で
あ
る
せ
い

か
、
路
上
で
む
や
み
や
た
ら

と
曝
露
さ
れ
る
ほ
ど
の
状
況

と
ま
で
は
言
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
自
治
体
と
し
て

は
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
企

業
が
進
め
る
喫
煙
対
策
の
う

ち
「
就
業
時
間
内
禁
煙
」
に

対
し
て
、
何
ら
か
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
く
こ

と
で
、
一
歩
先
の
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
例
え
ば
、
近
年
か
な
り
関

心
を
集
め
る
健
康
経
営
の
評

価
指
標
に
は
、
た
ば
こ
対
策

は
当
然
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
企
業
側
の
主
観
的
な
申

告
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
て

い
る
。
就
業
時
間
内
禁
煙
に

つ
い
て
は
、
就
業
規
則
に
明

記
す
る
の
が
最
も
明
確
か
つ

近
道
で
あ
り
、
仮
に
自
治
体

が
客
観
的
に
認
証
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
社
労
士
会
な

ど
と
連
携
し
て
、
就
業
規
則

を
確
認
す
る
だ
け
で
済
む
。

　
健
康
経
営
関
連
認
証
を
申

請
す
る
企
業
側
に
と
っ
て

も
、
「
○
○
市
認
定
た
ば
こ

対
策
先
進
企
業
」
な
ど
と
記

載
す
れ
ば
、
申
請
書
類
の
記

述
も
簡
略
化
で
き
、
ウ
イ

ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係
を
構
築

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
な
ぜ
人
は
、
分

か
っ
て
い
て
も
健
康
行
動
を

と
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑

問
に
対
し
て
「
異
時
点
間
選

択
」
と
い
う
概
念
が
、
な
る

ほ
ど
と
い
う
説
明
を
し
て
く

れ
る
。も
し
、「
小
さ
な
コ
ス

ト
（
喫
煙
の
楽
し
み
を
我
慢

す
る
）」と「
大
き
な
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
（
脳
梗
塞
に
な
ら
な

く
て
済
む
）
」
を
今
、
同
時

に
提
示
さ
れ
れ
ば
、
誰
だ
っ

て
禁
煙
す
る
。
し
か
し
、
多

く
の
健
康
行
動
と
そ
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
（
代

償
）
が
先
で
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（
利
益
）
が
後
と
い
う
形
で

時
間
的
に
離
れ
て
い
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
一
つ
に
は

「
将
来
の
大
き
な
利
益
」
も

時
間
で
割
引
さ
れ
、
「
今
の

価
値
」
は
、
ず
っ
と
小
さ
な

れ
ば
、
人
間
は
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
な
く
、
間
違
い
も
起
こ
す

「
人
間
ら
し
さ
」
を
持
っ
て

い
る
。

　
健
康
管
理
の
文
脈
に
当
て

は
め
て
言
え
ば
、
適
正
カ
ロ

リ
ー
の
維
持
、
適
度
の
運

動
、
禁
煙
な
ど
は
、
「
分
か

っ
て
い
て
も
、
で
き
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。

　
保
健
医
療
者
側
は
、
自
分

自
身
も
同
様
の
非
合
理
性
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
て
い
な
が
ら
も
、
住

し
た
こ
と
で
幼
い
娘
か
ら
評

判
が
良
く
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
（
図
４
）
。
非
喫
煙

者
は
、
あ
ま
り
大
げ
さ
に
褒

め
る
こ
と
ま
で
し
な
い
場
合

が
多
い
が
、
家
族
や
親
し
い

人
が
た
ば
こ
を
や
め
た
場

合
、
内
心
は
絶
賛
、
お
互
い

に
感
謝
の
気
持
ち
も
生
じ
て

く
る
。

　
最
後
の
一
枚
は
、
少
し
視

点
を
変
え
て
、
禁
煙
を
達
成

で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
た

（
図
５
）
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら

の
ポ
ス
タ
ー
の
行
動
変
容
に

対
す
る
効
果
は
大
き
な
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

故
、
お
そ
ら
く
禁
煙
に
全
く

関
心
の
な
い
人
を
禁
煙
さ
せ

る
ほ
ど
強
力
な
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
禁
煙
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ

い
て
言
え
ば
、
恐
怖
の
よ
う

な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
訴

求
す
る
も
の
よ
り
も
、
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。

と
、
我
慢
が
で
き
な
く
な
る

の
だ
。

　
さ
て
、
本
題
に
戻
ろ
う
。

時
間
割
引
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
け
ば
、
今
に
近
い
方
を

大
き
く
割
り
引
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
日

の
喫
煙
を
明
日
に
延
ば
す
こ

と
は
、
大
き
な
代
償
の
差
と

な
る
。
し
か
し
、
10
年
以
上

も
先
に
脳
梗
塞
の
発
症
が
一

日
先
延
ば
し
に
な
る
こ
と
の

利
益
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な

い
。
結
果
と
し
て
、
喫
煙
は

や
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

我
慢
」
と
「
脳
梗
塞
回
避
」

は
質
が
異
な
り
、
単
純
に
は

比
較
で
き
な
い
。
と
い
う
よ

り
、
そ
れ
で
は
多
く
の
人
が

健
康
を
選
択
す
る
べ
き
だ
ろ

う
と
い
う
、
い
つ
も
の
議
論

に
戻
っ
て
し
ま
う
。

　
少
し
話
は
複
雑
に
な
る

が
、
加
え
て
、
人
間
は
「
現

在
重
視
の
選
好
」
を
持
つ
と

い
わ
れ
る
。
「
今
、
１
本
吸

う
」
か
、
「
明
日
、
10
本
吸

う
」
か
を
問
わ
れ
れ
ば
、
明

日
ま
で
待
つ
ご
褒
美
（
利

息
）
が
相
当
多
く
て
も
、
今

す
ぐ
吸
う
と
い
う
人
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
１

年
後
の
１
本
」
と
「
１
年
と

１
日
後
の
10
本
」
の
選
択
で

は
、
待
つ
と
い
う
人
が
多
く

な
る
。
合
理
的
に
考
え
れ

ば
、
利
息
と
い
う
点
で
は
同

じ
は
ず
な
の
だ
が
、
多
く
の

人
は
目
の
前
の
こ
と
に
な
る

も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
。
「
今

の
小
さ
な
代

償
」
を
許
容
範

囲
と
し
て
、
喫

煙
の
楽
し
み
を

選
択
す
る
と
い

う
こ
と
に
も
な

り
そ
う
だ
が
、

そ
も
そ
も
「
喫

煙
の
楽
し
み
の

図１　ミューラー・リヤー錯視

図２「財布×たばこ編」

図４「家族×たばこ編」

図３「時間×たばこ編」

図５「応援×たばこ編」
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クローズ アップ
睡
眠
に
満
足
で
き
な
い
状
況

　
２
０
１
５
年
国
民
生
活
時

間
調
査
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化

研
究
所
調
べ
）
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
平
日
に
お
け
る
平

均
睡
眠
時
間
は
、
７
時
間
15

分
。
過
去
20
年
の
動
向
を
見

る
と
、
徐
々
に
だ
が
減
少
し

て
い
る
（
図
１
）
。
平
日
以

外
の
睡
眠
時
間
も
、
土
曜
は

横
ば
い
、
日
曜
は
減
少
傾
向

で
あ
る
。

　
平
成
28
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
（
厚
生
労
働
省
）
で

は
、
睡
眠
で
十
分
に
休
養
が

と
れ
て
い
な
い
割
合
は
19
・

７
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
国
民
の
５
人
に
１
人
が

睡
眠
不
足
を
実
感
し
て
い
る

状
況
だ
（
図
２
）
。

　
睡
眠
と
健
康
の
関
連
に
詳

を
促
す
よ
う
な
支
援
を
す
る

と
よ
い
。

　
こ
う
い
っ
た
睡
眠
へ
の
誤

解
を
解
き
つ
つ
、
対
象
者
の

睡
眠
の
質
を
高
め
る
働
き
掛

け
を
心
掛
け
た
い
。

　
最
後
に
巽
氏
は
、
「
良
い

睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の

人
々
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
と
と

も
に
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も

つ
な
が
る
。
睡
眠
の
質
や
量

は
個
別
性
が
高
く
、
ま
た
年

齢
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く

の
で
対
象
者
を
十
分
把
握
し

て
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
良
質
な
睡
眠
は
、
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
国
民
の
睡
眠
時
間
が
減
少

傾
向
に
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
負
債
―
日
々
の
睡
眠
不
足
が
累
積
し
て
心
身
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
態
―
は
、
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
対
処
す
べ
き
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
今
回
は
、
人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
の
「
睡
眠

の
健
康
支
援
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

の
で
、
早
期
に
睡
眠
の
改
善

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
解
説
す
る
。

睡
眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
睡
眠
の
質
、
長
さ
、
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
体
に
備
わ
っ
て

い
る
「
体
内
時
計
機
構
」
と

「
恒
常
性
維
持
機
構
」
の
二

つ
に
よ
っ
て
主
に
調
整
さ
れ

て
い
る
。

し
い
巽
あ
さ
み
氏
（
浜
松
医

科
大
学
医
学
部
教
授
）
は
、

「
満
足
な
睡
眠
が
と
れ
な
い

状
況
は
、
日
中
の
活
動
が
十

分
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

　
体
内
時
計
機
構
は
、
一
日

の
リ
ズ
ム
を
つ
か
さ
ど
る
。

朝
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
た
時

間
に
目
が
覚
め
る
、
夜
に
な

る
と
眠
く
な
る
、
と
い
っ
た

生
活
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
は
こ

の
機
構
の
働
き
に
よ
る
。
太

陽
な
ど
の
強
い
光
と
、
体
内

の
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
な
ど
が

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
恒
常
性
維
持
機
構
は
、
起

き
た
ま
ま
活
動
を
続
け
る

と
、
脳
と
体
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
し
ま
う
状
況
を
回
避

す
る
た
め
の
も
の
。
疲
れ
た

と
き
に
眠
気
を
感
じ
る
の

は
、
こ
の
機
構
の
働
き
で
あ

る
。

　
こ
の
二
つ
を
理
解
す
る
こ

と
が
、
よ
り
よ
い
睡
眠
を
と

る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
。

睡
眠
へ
の
誤
解
を
解
く

　
入
眠
で
き
る
時
刻
は
、
体

内
時
計
機
構
に
よ
っ
て
、
ほ

ぼ
決
ま
っ
て
い
る
。
「
疲
れ

て
い
る
か
ら
早
く
寝
床
に
つ

い
た
け
れ
ど
、
眠
れ
な
い
」

と
い
う
場
合
、
体
内
時
計
が

影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

無
理
に
寝
よ
う
と
せ
ず
、
一

度
寝
床
を
離
れ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
、
眠
気
を
感
じ
た
ら
再

び
就
寝
す
る
、
と
い
う
対
処

が
適
切
で
あ
る
。

　
注
意
点
と
し
て
、
こ
の
間

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
を
見
た

り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ま
で
散
歩
し
た
り
と
い
っ

た
強
い
光
を
見
る
行
為
は
避

け
た
い
。
強
い
光
に
よ
っ

て
、
体
内
時
計
が
乱
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
る

と
眠
れ
る
と
い
う
の
も
、
大

生
活
習
慣
病
や

う
つ
病
の
リ
ス

ク
の
増
加
や
、

重
大
な
事
故
や

ミ
ス
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
る

　うつ病、メンタル
ヘルスの不調や生活
習慣病は、睡眠障害
との関連が指摘され
ています。対象者の
心身の健康を支える
ためには、いち早く
不眠症状に気付き、
生活習慣改善に向け
た働きかけや受診勧
奨などを行うことが
重要です。
　では、睡眠に悩み
を抱えている方々を
支えるには、具体的

　ビジネスでのストレ
ス、家庭の事情、人間
関係、疾病や生活スケ
ジュールなど、私たち
の睡眠を脅かす原因は
さまざまありますが、
それぞれに合った的確
な対応が必要です。
　本教材は、不眠の原
因ごとに対処法・解消
法を分かりやすく解説
します。
　「よく眠れない」と
悩んでいる方を良い睡
眠へと導くために、ぜ
ひ配布ください。
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き
な
誤
解
だ
。
寝
付
き
が
よ

く
な
っ
た
よ
う
で
も
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
利
尿
作
用
と
睡
眠

中
の
覚
醒
を
高
め
る
作
用
に

よ
り
、
深
い
眠
り
が
阻
害
さ

れ
る
。
眠
れ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
飲
酒
す
る
対
象
者
に
は

特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
不
眠
が
深
刻
な
対

象
者
の
中
に
は
、
「
睡
眠
薬

を
服
用
す
る
の
が
怖
い
」
と

い
う
方
も
い
る
。
依
存
性
や

副
作
用
に
対
す
る
不
安
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
が
、
生
活
習

慣
病
や
う
つ
病
に
つ
な
げ
な

い
た
め
に
も
、
専
門
医
ら
の

指
示
に
従
い
、
適
切
な
対
処

にどのようにすればよいのでしょうか？
　本書は、睡眠についての基礎知識、保健指導の進
め方、各種睡眠障害への対応法などをスリムにまと
め、やさしく解説しました。また、実際の面談場面
を想定したQ＆Aも掲載。対象者への対応時にも大
きな助けとなります。
　職場でのメンタルヘルス対策に取り組まれている
方、睡眠不足・不眠等の相談業務に携わる方に、ぜ
ひご活用いただきたい一冊です。
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図１　 平均睡眠時間の変化（2015年
国民生活時間調査より）

図２　 睡眠の質の状況（平成28年国
民健康・栄養調査より）

　
人
気
の
「
健
ト
レ
」
シ
リ
ー
ズ

か
ら
、
睡
眠
に
関
す
る
教
材
の
ご

紹
介
で
す
。
上
下
の
絵
の
違
い
を

探
し
て
い
く
と
、
睡
眠
不
足
改
善

の
ヒ
ン
ト
を
学
べ
ま
す
。

　
生
活
リ
ズ
ム
の
つ
く
り
方
、
朝

ご
飯
で
と
る
べ
き
栄
養
や
、
ス
ッ

キ
リ
目
覚
め
る
方
法
な
ど
、
対
象

者
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
身
に
付
け
ら
れ

る
健
康
教
育
を
、
ぜ
ひ
本
教
材
で

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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部
数
割
引
あ
り
）

　
睡
眠
不
足
は
、
ホ
ル
モ
ン
や
神

経
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
肥
満
を

助
長
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
そ
の
他
の
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
本
教
材
は
、
不
眠
と
生
活
習
慣

病
の
負
の
関
係
を
明
解
に
解
説
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
快
眠
の
た
め
の

理
想
的
な
一
日
の
過
ご
し
方
、
睡

眠
環
境
も
紹
介
。

　
良
質
な
睡
眠
の
啓
発
、
そ
し
て

対
象
者
の
心
身
の
健
康
維
持
・
増

進
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
監
修
】
谷
川
武
（
順
天
堂
大
学

医
学
部
公
衆
衛
生
学
講
座
教
授
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

睡
眠
負
債
の

 
完
済
を
目
指
す
に
は

知っておきたい基礎データ

関
連
教
材

200037

健康メモ

睡
眠
と
健
康

201416

健康メモ

昼
間
の
眠
気
は

 

生
活
習
慣
病
の
赤
信
号

睡眠保健指導マニュアル

最近スッキリ
 眠れていますか？

対象者の眠りを支え、
心身の健康を守るために！

原因・シーン別に対処法を解説！

140274

204291

今こそ睡眠の健康支援を

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4113
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4176
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3155
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3034
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発
達
段
階
に
応
じ
て
︑科
学
的
な
知
識
を

山
田
　
孝
之

41

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
山
田
産
婦
人
科（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

思春期向け教材

内

容

～ 妊 娠 ・ 出 産 の リ ミ ッ ト ～
冊子

　月経から妊娠の起こり方、卵子の老化や高齢出産の
危険性などを、イラストを交えて分かりやすく解説し
ています。
　卒業式や新人研修時、婚姻届受領時などのイベント
での配布に最適な一冊です。

•実は、卵子の数は限られているって知ってた!?
•そもそも月経とは？
•妊娠ってこうして起こるんだ！
•卵子が老化する!? ほか
 ※表3をオリジナル情報に差し換えられます！

●監修： 一般社団法人日本家族計画協会
家族計画研究センター所長　北村邦夫

●Ａ５判・14ページ／オールカラー／本体150円＋税
お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

将来、ママにパパになりたいあなたへ

　
こ
の
６
月
か
ら
中
学
校
で

の
性
教
育
講
演
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
性
に
関

す
る
正
し
い
情
報
を
持
っ
て

い
る
中
学
生
は
少
な
く
、
彼

ら
が
性
情
報
を
得
る
の
は
、

友
人
や
雑
誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な

中
、
専
門
家
で
あ
る
私
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
ど
も
た

ち
は
結
構
真
剣
に
聞
い
て
く

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中

学
生
に
な
っ
て
か
ら
突
然
の

性
教
育
で
は
な
く
、
小
学
生

の
段
階
で
、
で
き
れ
ば
幼
児

期
か
ら
で
も
、
子
ど
も
た
ち

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、
丁

第
４
８
８
回

【
テ
ー
マ
】
「
上
手
な
断

乳
・
卒
乳
の
す
す
め
方
と
乳

房
ケ
ア
」

【
内
容
】

● 

断
乳
・
卒
乳
の
考
え
方
、

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

● 

断
乳
・
卒
乳
し
た
後
の
正

し
い
乳
房
ケ
ア
と
注
意
点
　

な
ど

【
講
師
】
井
村
真
澄
（
北
里

大
学
看
護
学
部
准
教
授
）

【
日
時
】
９
月
11
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
母
子
保
健
指
導
に

携
わ
る
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
当
日
参
加
希

９
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
佐
賀
県
で
も
分
娩
数
の
減

少
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
方

で
、
更
年
期
、
女
性
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
、
不
妊
症
の
患
者
さ

ん
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、

近
年
、
増
え
る
傾
向
に
さ
え

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
的
な
話
を

申
し
上
げ
れ
ば
、
経
済
的
な

面
で
は
も
う
少
し
分
娩
数
を

増
や
し
、
余
裕
を
持
っ
た
診

療
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
経
営
の

安
定
が
図
ら
れ
て
い
な
い

と
、
今
ま
で
共
に
戦
っ
て
き

た
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
生
活

を
守
っ
て
い
け
な
く
な
る
か

ら
で
す
。

　
ま
た
、
学
会
の
学
術
集
会

や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
研
鑽
を
積
む
こ
と
も
必
要

な
た
め
、
ひ
と
月
で
２
回
ほ

ど
診
療
所
を
空
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
分
娩
は
体
が

第
５
話

国
際
会
議
後
に
ピ
ル
を

不
安
視
す
る
声
が

　
「
家
族
計
画
」
第
20
号

（
１
９
５
５
年
11
月
20
日
）

で
は
、
16
か
国
の
代
表
約
５

０
０
名
の
参
加
を
得
て
、
第

５
回
国
際
家
族
計
画
会
議
が

成
功
裏
に
終
了
し
た
こ
と
を

伝
え
る
と
と
も
に
、「
国
際
会

議
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
座
談
会
が
特
集

さ
れ
て
い
る
。
村
松
稔
（
国

1984年、久留米大学医学部卒。
その後産婦人科教室に入局し、
大学病院、大学関連出向病院で
婦人科全般
を 研 修 。
99年より
佐賀県鳥栖
市にて産婦
人科医院を
開業、現在
に至る。

山田 孝之

も
、
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
親
や

教
師
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
子

ど
も
た
ち
は
無
知
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
必
ず
し
も
正
確

な
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
周
囲
の
大
人

た
ち
が
、
折
に
触
れ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
誤
っ
た
知
識
を

正
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
重
要

な
役
割
だ
と
心
得
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

大
丈
夫
な
間
は
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

寄
る
年
波
に
勝
て
ず
、
徐
々

に
他
の
分
野
に
シ
フ
ト
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
と

は
考
え
て
い
ま
す
。

今月の人

課
長
）
、
樋
上
貞
男
（
厚
生

省
公
衆
衛
生
局
庶
務
課
）
の

四
氏
に
よ
る
ピ
ル
の
議
論

は
、
そ
の
後
日
本
で
起
こ
る

ピ
ル
の
不
運
な
歴
史
を
予
測

さ
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
以
下
、
か
い
つ
ま
ん
で

紹
介
し
た
い
。

【
村
松
】
ピ
ン
カ
ス
、
チ
ャ

ン
、
石
川
博
士
ら
の
研
究
の

結
果
は
、
将
来
の
見
通
し
と

し
て
は
有
望
だ
が
、
一
部
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
騒
が
れ

て
い
る
よ
う
に
、
す
ぐ
使
用

で
き
る
か
の
よ
う
な
論
調
に

対
し
て
非
常
に
警
戒
し
て
い

る
。
学
者
の
中
で
は
、
ピ
ン

カ
ス
は
比
較
的
楽
観
的
だ
と

の
声
も
あ
る
。

【
奈
良
林
】
受
胎
調
節
を
教

え
る
こ
と
は
、
単
な
る
技
術

の
指
導
で
は
な
く
、
人
間
を

引
き
上
げ
る
教
育
と
い
っ
た

つ
も
り
で
行
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
安
易
に
到
達
し
得
る
も

の
で
は
な
く
、
自
己
を
高
め

よ
う
と
決
意
し
た
者
が
、
そ

の
報
酬
と
し
て
受
胎
調
節
を

そ
れ
に
適
応
で
き
る
考
え
方

を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

自
然
に
ま
た
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

【
奈
良
林
】
家
族
計
画
に
対

す
る
明
確
な
考
え
方
が
確
立

す
る
前
に
、
経
口
避
妊
薬
が

普
及
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
と
、
社
会
的
に
恐
ろ
し

い
こ
と
が
持
ち
上
が
り
は
し

な
い
だ
ろ
う
か
。

【
高
口
】
私
は
経
口
避
妊
薬

が
で
き
て
、
誰
も
が
簡
単
に

使
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

人
間
を
支
え
る
秩
序
が
破
壊

し
な
い
だ
ろ
う
か
と
サ
ン
ガ

ー
夫
人
に
質
問
し
た
の
だ

が
、
こ
の
点
、
サ
ン
ガ
ー
夫

人
も
か
な
り
心
配
し
て
い
た

よ
う
だ
。

【
樋
上
】
僕
は
簡
単
に
受
胎

調
節
が
で
き
、
し
か
も
無
害

で
あ
る
な
ら
ば
、
飲
む
薬
の

実
現
は
大
変
に
良
い
と
思
っ

て
い
る
。
現
在
の
や
り
方
で

は
、
普
及
に
も
ど
う
も
限
界

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

る
。
開
発
を
早
く
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

【
高
口
】
科
学
の
進
歩
に
よ

っ
て
新
し
い
方
法
を
見
出
し

た
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
時
は

ま
た
、
一
時
的
な
混
乱
は
と

も
か
く
、
新
し
い
モ
ラ
ル
も

次
第
に
確
立
し
性
教
育
も
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

立
公
衆
衛
生

院
人
口
学

部
）
、
奈
良

林
祥
（
東
京

都
杉
並
西
保

健
所
）
、
高

口
保
明
（
神

奈
川
県
衛
生

部
保
健
指
導

行
え
る
よ
う

に
な
る
わ
け

だ
。
だ
か

ら
、
簡
単
に

飲
み
薬
で
解

決
着
く
と
な

る
と
、
ど
う

も
そ
う
い
う

高
い
気
持
ち

の
あ
る
と
こ
ろ
が
失
わ
れ
か

ね
な
い
。
人
間
が
動
物
じ
み

て
く
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
。

【
高
口
】
経
口
避
妊
薬
の
話

を
聞
い
て
い
て
、
も
し
こ
れ

が
成
功
し
た
時
は
、
わ
れ
わ

れ
が
今
ま
で
持
っ
て
い
た
家

族
計
画
に
対
す
る
考
え
方
が

壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
印
象
も
受
け
た
。

し
か
し
、
私
は
奈
良
林
先
生

の
よ
う
に
は
心
配
は
し
て
い

な
い
。薬
が
で
き
た
ら
、ま
た

　
私
た
ち
専
門
家
に
と
っ
て

も
日
本
思
春
期
学
会
、
日
本

女
性
医
学
学
会
、
性
教
育
指

導
セ
ミ
ナ
ー
全
国
大
会
、
そ

し
て
日
本
家
族
計
画
協
会
が

な
く
、
い
じ
め
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
、
貧
困
に
よ
る
犯
罪
な

ど
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
事
象
を
話
の
端
々
に
織
り

交
ぜ
、
広
い
視
野
か
ら
の
性

教
育
を
行
う
た
め
に
も
、
専

診
療
所
を
開
業
し
ま
し
た
。

開
業
当
初
よ
り
周
産
期
（
分

娩
）
、
婦
人
科
腫
瘍
、
漢
方

療
法
、
不
妊
症
、
更
年
期

（
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）
、
産

婦
人
科
に
関
連
す
る
幅
広
い

領
域
の
診
療
に
当
た
ろ
う
と

考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
日
々
進
歩
す
る
最
新
の

医
療
に
遅
れ
な
い
た
め
に

は
、
大
学
に
在
籍
し
て
い
た

時
以
上
に
研
鑽
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
感
じ
、
各
種
学
会

の
学
術
集
会
へ
の
参
加
の
機

会
を
意
欲
的
に
持
つ
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
開

業
後
ほ
と
ん
ど
全
て
の
専
門

医
を
取
得
し
ま
し
た
。

毎
年
全
国
８
か
所
で
開
催
し

て
い
る
「
指
導
者
の
た
め
の

避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ
ミ

ナ
ー（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）」

な
ど
、
研
鑽さ

ん

を
積
む
機
会
は

多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
全
国

で
性
教
育
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
仲
間
た
ち
と
会
い
、

議
論
で
き
る
こ
と
は
、
と
て

も
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　
当
院
の
助
産
師
も
、
私
の

性
教
育
講
演
に
同
行
さ
せ
た

り
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
、
自
身
の
講

演
技
術
を
磨
い
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
性
教
育
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
性
交
、
避

妊
、
妊
娠
、
中
絶
、
性
感
染

症
を
語
れ
ば
済
む
わ
け
で
は

　
医
学
部
卒
業
後
の
２
年

間
、
産
婦
人
科
医
局
に
入
局

し
た
後
、
大
学
や
出
張
病
院

で
研
修
を
終
え
て
産
婦
人
科

医
療
に
立
ち
向
か
う
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
来
頑
丈
に
授
か
っ
た

体
を
資
本
に
、
体
当
た
り
で

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
３
年
目
に
、
卵
巣

腫
瘍
（
境
界
型
）
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
を
教
授
か
ら
頂

き
、
研
究
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
研

究
は
そ
こ
そ
こ
で
、
大
学
や

関
連
病
院
で
周
産
期
、
腫
瘍

を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本

当
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

実
は
更
年
期
医
学
や
不
妊
症

で
し
た
。

　
私
の
ボ
ス
（
主
任
教
授
）

が
退
官
と
な
る
時
、
私
も
教

室
を
退
局
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
の
地
に

寧
で
科
学
的
な
知
識
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
だ
と
常
々
感
じ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

性
教
育
が
大
事
で
あ
る
こ
と

は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
っ
て
い
る
親
や
教
師
に

門
家
と
し
て
の
貴
重
な
学
び

の
場
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
忘
れ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
専

用
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
会
担
当
ま
で

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

診療室の風景。専門医などのさまざまな証書が
飾られている

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

今
年
の
性
教
育

産
婦
人
科
医
に
な
っ
て

専
門
家
と
し
て
の
学
び
の
機
会
を
大
切
に

開
業
医
と
し
て
今
後
何
を
す
べ
き
か

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4064
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html

